
 
 
 
 

 
                                                                               

第 43回中部脳神経外科看護セミナー 
  
 
 
 
 

令和 6年 9月 21日（土）  

午前 9時より 
 
 
 
 
 
 
 

会 場：三重大学医学部 臨床第 2講義室 

会 長：鈴木 秀謙（三重大学脳神経外科教授） 
 

●中部脳神経外科看護セミナー運営事務局 
名古屋大学医学部脳神経外科 
担当：永島吉孝 
〒466-8550  名古屋市昭和区鶴舞町 65 
TEL:052-744-2353／FAX:052-744-2360 

  

●第 43回中部脳神経外科看護セミナー運営事務局 
三重大学脳神経外科 
担当：濵口映美子、毛利元信 
〒514-8507 津市江戸橋 2-174  
TEL:059-232-1111／FAX:059-231-5212 
e-mail:neurosurgery@med.mie-u.ac.jp 



  

【同時開催】 

 

第 106回日本脳神経外科学会中部支部学術集会 
日 時：令和 6年 9 月 21 日(土) 8:30～  
場 所：三重大学医学部 臨床第 3講義室 
事務局：三重大学 脳神経外科 毛利元信 

 
 

第 42回中部神経内視鏡研究会 
日 時：令和 6年 9 月 21 日(土) 18:00～ (世話人会 17:30～) 
場 所：三重大学医学部 臨床第 2講義室 
事務局：三重大学 脳神経外科 畑崎聖二 

 
 

社団法人日本脳神経外科学会中部支部会 市民公開講座 
日 時：令和 6年 9月 22日(日) 10:00～12:00 (9:30開場) 
場 所：三重大学 地域イノベーション研究開発拠点 C 棟 
事務局：三重大学 脳神経外科  
参加費：無料 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回ご案内 
第 44回中部脳神経外科看護セミナー 

開催日：令和 7 年 9月 20 日（土） 

開催担当：名古屋市立大学医学部脳神経外科 

会長：間瀬 光人 



 

● 受付 
日時：令和 6年 9月 21日(土) 8:30～ 
場所：三重大学医学部医学部 臨床第 2講義室 
参加費：1,000 円 

 
●ドレスコード 
 学会当日、まだ残暑が厳しいことが想定されますので軽装でご参加ください。ノーネクタイ・ノ
ージャケットをお勧めします。スタッフもクールビズで対応させていただきますのでよろしくお
願いします。 

 
● 演者の方へ 
・講演時間は 6分、討論は 3 分です。 
・発表は PCプレゼンテーションのみです。 
・発表データは、メディア（USBフラッシュメモリー）でお持ちください。 
・メディアには、当日発表されるデータ以外は入れないようにしてください。 
・保存時のデータファイル名は、「演題番号_演者名.pptx」としてください。 
・メディアを介したウィルス感染の事例がありますので、最新のウィルス駆除ソフトでチェッ
クしてください。 

・学術集会で用意する PCの仕様は以下のとおりです。 
 OS：Windows11 
 アプリケーション：PowerPoint for Microsoft 365 
 OS標準フォントをご使用ください。 
・Macintoshで発表される方は、必ずご自身の PCをお持ちください。 
・コネクターの形状は HDMI 端子となっております。PC持参でこの形状に変換するコネクタ
ーを必要とする場合には必ずご持参ください。 

・講演終了時に１回目のベルを鳴らし、討論終了時に 2回目のベルで合図いたしますので 
時間厳守でよろしくお願いします。 

 
● PC受付 
スライドの確認は、PC受付で行います。発表の 30分前までに発表者は必ずお越しください。 

 
● 優秀アブストラクト賞 表彰式 

12：00－12：10  臨床第 3講義室 
 
● 中部脳神経外科看護セミナー世話人会 
 12：50－13：20    三重大学医学部 大会議室  



 

● 第 106 回日本脳神経外科学会中部支部学術集会との合同セミナーについて 
お手数ですが中継は行いませんので、臨床第 3講義室に移動をよろしくお願いします。 
 

「脳血管内治療の温故創新 ー若手の皆さんに伝えたいこと」 
座長：  鈴木 秀謙 （三重大学） 
演者：  宮地 茂 （愛知医科大学）   
場所：  三重大学医学部 臨床第 3講義室    
時間：  11：30～12：00 
共催：  第一三共株式会社 
 

 

「脳血管バイパス温故創新」 
座長：  当麻 直樹 （三重大学大） 
演者：  髙橋 淳 （近畿大学）   
場所：  三重大学医学部 臨床第 3講義室    
時間：  12：15～13：15 
共催：  大塚製薬株式会社 
 

ランチョンセミナーの昼食は、数に限りがありますので、ご了解ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



交通アクセスのご案内 

■交通機関のご案内

徒歩の場合：  

近鉄名古屋線 江戸橋駅下車 徒歩 15 分 

バスの場合：  

三重交通バス 大学病院バス停下車 すぐ 

三重交通バス 大学病院前バス停下車 徒歩 3 分 

乗車場所 行き先 下車 

津駅東口 ④番バス停 

大学病院行 「大学病院」バス停で下車 

椋本行 「大学病院前」バス停で下車 

豊里ネオポリス行 

高田高校行 

一身田行 

三行行 

白塚駅行 

千里駅行 

「大学病院前」バス停で下車 



工
事
中

至 四日市至 四日市

至 松阪至 松阪

総合医学教育棟
病態医科学研究棟

大学病院前大学病院前

新外来棟
病棟・診療棟

立体駐車場

●入退院玄関

病棟・診療棟

入口は 2階です。階段をご利用下さい。



大会議室

総合医学教育棟へ

臨床第３講義室

臨床第１
講義室

臨床第 2
講義室

病態医科学研究棟へ➡



学術プログラム 

8:30～   受付開始 

9:00～9:10   開会式・挨拶 

1. 三重大学医学部附属病院 脳神経外科 教授 鈴木秀謙

2. 三重大学医学部附属病院 看護部 看護部長 福永稚子

9:15～9:45 発表１ 

座長：松下綾子（三重大学医学部附属病院） 

１．脳腫瘍摘出術後に嚥下障害を併発した患者への退院支援 

藤田医科大学病院看護部 

○權藤 南、石谷朋紀、伊藤綾香

２．AYA世代の悪性脳腫瘍患者に対する ACPの取り組み 

愛知医科大学病院  脳神経外科病棟 

〇深谷 悠、加藤悠馬、髙橋有哉美、大石橋由莉菜、地搗真太 

３．球麻痺による重度嚥下障害のある患者へのアプローチ 

名古屋市立大学病院 

〇瀧本雅子 

9:50～10:20 発表２ 

座長： 加藤喜代子（名古屋市立大学病院） 

４．部署の特性に応じた褥瘡予防対策の実践 ―褥瘡発生しない環境づくりの 

実践― 

浜松医科大学附属病院 看護部 7階東病棟 

○深澤結香、石原靖乃

５．卒後 2年目看護師が抱える退院支援における困難感 ～退院支援の質向上 

に向けて～ 

三重大学医学部附属病院 

〇青木茄蓮、松下綾子、濱口映美子 



６．気道異物窒息による急変対応における教育的取り組みとその効果 

金沢医科大学病院 

〇竹端智之、北川奈美江、中村智亜樹 

10:25～11:25 講演 

座長：濵口映美子（三重大学医学部附属病院） 

「高齢者の意思決定支援 -日々のケアの重要性-」 

演者： 市川智子 

(津中部南地域包括支援センター 老人看護専門看護師) 

11:30～12:00 スポンサードシンポジウム ／ 退任記念講演 

（会場：臨床第 3 講義室） 

座長：鈴木秀謙（三重大学医学部附属病院） 

「脳血管内治療の温故創新 ー若手の皆さんに伝えたいこと」 

演者： 宮地 茂  

（愛知医科大学医学部 脳神経外科 特命教授） 

共催：第一三共株式会社 

12:00～12:10 第 43 回中部脳神経外科看護セミナー 表彰式 

（会場：臨床第 3 講義室） 

優秀アブストラクト賞 

12:15～13:15 ランチョンセミナー（会場：臨床第 3講義室） 

座長：当麻直樹（三重大学医学部附属病院） 

「脳血管バイパス温故創新」 

演者： 髙橋 淳  

（近畿大学 脳神経外科 主任教授） 

共催：大塚製薬株式会社 



12:50～13:20 世話人会 （※参加者は、大会議室にご移動ください。）   

13:25～14:05 発表３ 

座長： 青木茄蓮（三重大学医学部附属病院） 

７．脳神経外科病棟における膀胱留置カテーテル早期抜去にむけたフローの効果 

名古屋掖済会病院 

〇森本仁美、上野宗政、山田祐菜、甲斐亜希子 

８．摂食の嚥下ケアの質向上を目指した取り組み ～食支援ナースの役割導入に 

よる効果～ 

浜松医科大学医学部附属病院 7階東病棟 1、看護部管理室 2 

◯鈴木萌菜 1、立石和伽 1、松下あみ 1、鈴木あかね 1、伊藤澄香 1、

清水翔太郎 2、石原靖乃 1

９．急性期の脳神経外科病棟で実施するリハビリカンファレンスの成果 

三重大学医学部附属病院 ８階南病棟 

〇松下綾子、青木茄蓮、濵口映美子 

10. 転倒転落における看護師のリスク感性と防止策を強化した取り組み報告

名古屋大学医学部附属病院 脳神経外科病棟 1

名古屋大学医学部附属病院 元脳神経外科病棟 2

〇宇納条利 1、渡辺裕人 1、早川みどり 1、宮﨑由美子 2

14:05～14:15 閉会の挨拶 

1. 三重大学医学部附属病院８階南病棟 看護師長 濵口映美子

2. 名古屋市立大学病院 脳神経外科 教授 間瀬光人



 

 

 

 

 

抄 録 



脳 腫 瘍 摘 出 術 後 に 嚥 下 障 害 を 併 発 し た 患 者 へ の 退 院 支 援  
 

藤 田 医 科 大 学 病 院 看 護 部   
○ 權 藤  南 、 石 谷 朋 紀 、 伊 藤 綾 香  

 
【 は じ め に 】  

悪 性 脳 腫 瘍 を 発 症 し た 患 者 は 、 在 宅 復 帰 を 目 指 す 際 、 後 遺 症 へ の 対 応 と して
手 技 の 習 得 や 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 調 整 が 必 要 と な る 。 今 回 、 腫 瘍 摘 出 術 後 に 嚥
下 障 害 を 併 発 し 経 口 摂 取 困 難 と な り 経 管 栄 養 チ ュ ー ブ を 挿 入 し た 患 者 が 、 多 職
種 連 携 を 図 り 療 養 の 場 を 在 宅 へ 移 行 す る こ と が 可 能 と な っ た 症 例 を 報 告 す る 。  
【 症 例 】  

4 0 歳 代 男 性 。 神 経 膠 腫 と 診 断 。 嚥 下 障 害 あ り 経 管 栄 養 。  
【 方 法 】  

看 護 師 が 実 践 し た ケ ア、 他 職 種 と の 連 携 、 家 族 と の や り と り な ど 診 療 録 と 看
護 記 録 を デ ー タ と し 患 者 、 家 族 へ 対 して 行 っ た 退 院 支 援 の 過 程 を 評 価 し た 。 倫
理 的 配 慮 と して 看 護 部 倫 理 審 査 の 承 認 を 得 た 。  
【 結 果 】  

患 者 に は  「 嚥 下 リ ハ ビ リ を 続 け 、 自 宅 で 生 活 が し た い 」、 家 族 に は  「 自 宅 で 患
者 を 看 た い 」 と い う 思 い が あ っ た 。 そ の 思 い を 実 現 さ せ る た め 後 療 法 開 始 前 よ
り 退 院 支 援 を 開 始 し た 。 退 院 ま で に 患 者 は 経 管 栄 養 の 3 食 投 与 、 内 服 薬 の 溶 解
の 手 技 を 確 立 し 、 家 族 に 生 じ て い た 不 安 を で き る 限 り 取 り 除 き 、 自 宅 で の 生 活
環 境 を 整 え た 上 で 退 院 す る こ と が で き た 。  
【 考 察 】  

医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー を 介 して ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー 、 訪 問 看 護 師 と 退 院 前 カ
ン フ ァ レ ン ス を 行 い 、 事 前 に 自 宅 で 必 要 物 品 の 選 定 や、 継 続 が 必 要 と な る 看 護
に つ い て 情 報 共 有 を 行 な っ た こ と で 、 自 宅 退 院 後 の 具 体 的 な 生 活 の イ メ ー ジ を
持 ち 、 病 棟 か ら 在 宅 へ 生 活 の 場 を ス ム ー ズ に 移 行 す る こ と が で き た と 考 え る 。  
【 参 考 引 用 文 献 】  
1)  厚 生 労 働 省 . 在 宅 医 療 ・ 介 護 の 推 奨 に つ い

て , h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / s e i s a k u n i t s u i t e / b u n y a / k e n k o u _ i r y o u / i r y o u / z a i
t a k u / d l / z a i t a k u i r y o u _ a l l . p d f  

2)  日 本 脳 腫 瘍 学 会 . 脳 腫 瘍 支 持 療 法 情
報 . h t t p s : / / w w w. j s n o . c o m / c a r e i n f o / i n d e x . h t m l  

3 )  波 川 京 子 他 ( 2 0 1 9 ) : 在 宅 看 護 学 第 1 版 ,  p 1 4 1 - 1 5 0 , 株 式 会 社 ク リ オ リ テ ィ ケ ア ,
東 京 .  

4 )  宇 都 宮 宏 子 他 ( 2 0 1 4 ) : 看 護 が つ な が る 在 宅 療 養 移 行 支 援  病 院・在 宅 の 患 者 像
別 看 護 ケ ア の マ ネ ジメ ン ト 第 1 版 ,  p . 1 2 - 1 5 , 株 式 会 社 日 本 看 護 協 会 出 版 会 , 東 京 .   

       



A Y A 世 代 の 悪 性 脳 腫 瘍 患 者 に 対 す る A C P の 取 り 組 み  
 

愛 知 医 科 大 学 病 院  
〇 深 谷  悠 、 加 藤 悠 馬 、 髙 橋 有 哉 美 、 大 石 橋 由 莉 菜 、 地 搗 真 太  

 
【 は じ め に 】  

悪 性 脳 腫 瘍 患 者 に 対 し て 意 思 疎 通 が 図 れ る 時 に A d v a n c e d  C a r e  
P l a n n i n g ( A C P ) を 実 践 す る こ と は 重 要 で あ る 。 今 回 、 A d o l e s c e n t  a n d  Y o u n g  
A d u l t（ A Y A ）世 代 の 悪 性 脳 腫 瘍 患 者 が 自 分 自 身 と 向 き 合 え る よ う に 支 援 し た こ
と で 本 人 の 意 思 が 尊 重 さ れ た A C P を 実 践 で き た 一 例 を 報 告 す る 。       
【 事 例 紹 介 お よ び 看 護 の 実 際 】  

患 者 は 、 2 0 代 の 大 学 生 で あ り 、 頭 痛 を 主 訴 に 外 来 受 診 し 、 C T ・ M R I 検 査 で
右 前 頭 葉 悪 性 脳 腫 瘍 の 疑 い が あ り 、 入 院 し た 。 看 護 師 は 、 家 族 へ 膠 芽 腫 の 可 能
性 が 高 い と 説 明 し て い る こ と か ら 、 入 院 時 か ら A C P 介 入 が 必 要 で あ る と 考 え
た 。 患 者 は 、 入 院 後 に 腫 瘍 内 出 血 を 起 こ し た た め 、 緊 急 摘 出 術 を 受 け た 。 そ の
後 、 意 識 障 害 は 改 善 し た た め 、 こ れ ま で の 生 活 や 今 後 し た い こ と な ど を 聴 い た
り 、 学 業 と 治 療 の 両 立 や 妊 孕 性 温 存 に つ い て の 情 報 提 供 を す る こ と で 患 者 が 自
己 理 解 を 深 め ら れ る よ う に 関 わ っ た 。  

意 思 疎 通 が 図 れ る 時 に 本 人 の 思 い や 考 え を 擦 り 合 わ せ て い く 必 要 性 を 家 族 へ
説 明 し 、 A C P 介 入 の 了 承 を 得 た 後 に 、 本 人 に 記 述 式 の A C P シ ー ト を お 渡 し し
た 。 手 術 後 の 経 過 は 良 好 で あ っ た た め 、 病 理 診 断 結 果 が 出 る ま で の 間 、 患 者 は
一 時 退 院 す る こ と に な っ た 。   

一 時 退 院 中 、 本 人 が A C P シ ー ト を 書 く こ と が 出 来 て い な い こ と と 、 A C P を
考 え る こ と が 負 担 な の で は な い か と 母 親 よ り 相 談 が あ っ た 。A C P は 強 制 す る も
で は な い た め 無 理 に 促 す 必 要 は な い こ と や 、 病 状 の 進 行 に 伴 い 意 識 障 害 が 生 じ
た 場 合 、 本 人 の 思 い を 確 認 で き な く な る こ と も 多 い が 、 考 え た く な い 思 い 、 考
え て い る 最 中 な ど 、 そ の 時 々 の 心 情 を 理 解 し 、 見 守 る 姿 勢 も 必 要 で あ る こ と を
お 伝 え し た 。 再 入 院 時 に 、 本 人 の 思 い が 記 載 さ れ た A C P シ ー ト を お 預 か り し
た 。  
【 倫 理 的 配 慮 】  

Ａ 病 院 看 護 部 研 究 倫 理 審 査 会 の 承 認 を 得 た 。（ 簡 2 0 2 4 - 3 1 ）  
【 結 果 】  

価 値 観 や 最 期 の 療 養 場 所 な ど 患 者 が 自 分 自 身 で 導 き 出 し た 思 い を 聴 取 す る こ
と が で き た 。 ま た 、 そ の 思 い を 家 族 と 共 有 す る こ と が で き た 。  
 
【 考 察 】  

A Y A 世 代 の 患 者 は 「 自 分 と は 何 者 か 」 に つ い て 模 索 し 、 自 己 を 確 立 し て い く
時 期 で あ り 、 意 思 決 定 能 力 そ の も の も 発 達 途 上 に あ る た め 、 治 療 の 意 思 決 定 に



は 親 の 考 え が 大 き く 影 響 す る 。 医 療 者 は 、 患 者 、 家 族 双 方 の 思 い を 聴 き 、 仲 介
者 と し て 働 き か け 、 最 終 的 に は 本 人 の 意 思 が 尊 重 さ れ た 支 援 が さ れ る よ う 働 き
か け て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

本 事 例 は 、 悪 性 脳 腫 瘍 に よ り 意 識 障 害 が あ り 、 入 院 直 後 に 患 者 の 思 い を 確 認
す る こ と が 難 し か っ た 。 し か し 、 手 術 後 に 意 識 障 害 が 改 善 し た タ イ ミ ン グ で こ
れ ま で の 生 活 や 今 後 し た い こ と を 表 出 さ せ た り 、 記 述 式 の A C P シ ー ト を 用 い
た 関 わ り は 、 患 者 が 自 分 自 身 と 向 き 合 い 、 自 己 の 価 値 観 を 確 認 す る 時 間 と な っ
た た め 、患 者 の 意 思 が 尊 重 さ れ た A C P に 繋 が っ た と 考 え る 。ま た 、医 療 者 が 家
族 に 、 本 人 の 意 思 を 尊 重 し た ケ ア を 提 供 す る た め の 支 援 者 で あ る こ と を 伝 え 、
一 緒 に 考 え て い き た い 姿 勢 を 示 し た 。 こ の 関 わ り は 、 我 が 子 が ど の よ う な 病 状
変 化 を 遂 げ て い く の か 想 像 が 難 し い 状 況 で 、 様 々 な 葛 藤 を 抱 え る 家 族 を 支 え る
重 要 な ケ ア で あ っ た 。 そ し て 、 家 族 が 我 が 子 を そ っ と 見 守 っ て く れ た こ と が 、
患 者 を 焦 ら せ る こ と な く 、 ゆ っ く り 自 分 自 身 と 向 き 合 い 、 最 期 の 療 養 場 所 ま で
考 え 抜 く こ と に 繋 が っ た と 考 え る 。  
【 結 論 】  
 A Y A 世 代 の 悪 性 脳 腫 瘍 患 者 に 対 す る A C P で は 、 自 己 理 解 を 促 す 関 わ り が 重
要 で あ る 。 ま た 、 患 者 が 自 分 自 身 と 向 き 合 い 、 考 え 抜 く こ と が で き る よ う に 、
早 期 か ら の 介 入 と 周 囲 の 人 が 見 守 れ る よ う に す る こ と も 必 要 で あ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



球 麻 痺 に よ る 重 度 嚥 下 障 害 の あ る 患 者 へ の ア プ ロ ー チ  
 

名 古 屋 市 立 大 学 病 院  
〇 瀧 本 雅 子  

 
【 は じ め に 】  
 A 病 棟 は 脳 神 経 外 科 、 脳 神 経 内 科 の 混 合 病 棟 で あ り 、 年 間 の 入 院 患 者 数 は
1 2 0 0 人 程 度 で あ る 。患 者 の 多 く は 脳 血 管 障 害 や 神 経 難 病 の 患 者 が 多 く 、嚥 下 障
害 を 有 す る 症 例 が 多 い 。 今 回 の 症 例 は 右 延 髄 が 障 害 さ れ た こ と に よ り 球 麻 痺 を
呈 し 、 重 度 の 嚥 下 障 害 が み ら れ た 患 者 に 対 し て 間 接 嚥 下 訓 練 を 実 施 し 効 果 が 得
ら れ た 事 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る 。  
【 経 過 】  
 B 氏 、 4 0 代 の 女 性 。 右 S 状 静 脈 洞 血 栓 症 よ り 硬 膜 動 静 脈 瘻 が 生 じ 、 隣 接 す る
脳 幹 の 圧 迫 に よ っ て 右 延 髄 が 障 害 さ れ 球 麻 痺 が 生 じ た 。 3 病 日 に 硬 膜 動 静 脈 瘻
に 対 し て 右 外 側 後 頭 下 開 頭 頭 蓋 内 流 出 静 脈 遮 断 術 を 施 行 し た 。 患 者 は 若 年 で 、
意 識 レ ベ ル は 清 明 で あ り 、 四 肢 の 麻 痺 は 見 ら れ な か っ た が 、 球 麻 痺 に よ る 重 度
の 嚥 下 障 害 が み ら れ た 。  

患 者 の 嚥 下 状 態 は 右 顔 面 麻 痺 、右 軟 口 蓋 麻 痺（ カ ー テ ン 兆 候 あ り ）、右 声 帯 麻
痺 、 球 麻 痺 （ 嚥 下 中 枢 の 障 害 ） に よ り 、 嚥 下 反 射 が 起 き な い た め 、 唾 液 嚥 下 も
困 難 で あ り 、誤 嚥 性 肺 炎 の リ ス ク が 非 常 に 高 い 状 態 で あ っ た 。嚥 下 機 能 の 維 持 、
改 善 と 誤 嚥 性 肺 炎 予 防 を 目 標 と し 看 護 計 画 を 立 案 し た 。  
＜ 看 護 計 画 ＞   

誤 嚥 性 肺 炎 予 防 と し て 、 口 腔 ケ ア 、 逆 流 性 の 誤 嚥 予 防 の た め の 経 腸 栄 養 後 の
座 位 保 持 の 指 導 を 行 っ た 。 嚥 下 間 接 訓 練 に 関 し て は 、 患 者 が 自 己 に て 訓 練 を 実
施 す る こ と が で き た た め 、 声 門 閉 鎖 と 嚥 下 関 連 筋 の 筋 力 向 上 を 目 的 に ブ ロ ー イ
ン グ 訓 練 の 実 施 を 計 画 し た 。  

訓 練 方 法 を 検 討 す る 際 に 、 訓 練 の 難 易 度 を 段 階 的 に 設 定 し 、 患 者 が 訓 練 の 成
果 、 達 成 度 が 実 感 で き る よ う な 内 容 と な る よ う 、 目 標 設 定 や 実 施 方 法 を 検 討 し
た 。  
【 結 果 】  
 水 2 0 0 m l で ス ト ロ ー の 種 類 を 普 通 の ス ト ロ ー （ 直 径 6 ㎜ / 2 1 ㎝ ）、 長 い ス ト
ロ ー （ 直 径 6 ㎜ / 2 5 ㎝ ）、 太 い ス ト ロ ー （ 直 径 1 2 ㎜ / 2 1 ㎝ ） ３ 種 類 用 意 し 、 訓
練 の 強 度 が ３ 段 階 に な る よ う 設 定 し た 。  

初 回 評 価 時 は 、普 通 の ス ト ロ ー を 使 用 し て 水 2 0 0 m l で 息 吹 き が ３ 秒 間 で あ っ
た 。 そ の た め 、 長 期 目 標 は 嚥 下 反 射 惹 起 が み ら れ る と し 、 短 期 目 標 を ① 普 通 の
ス ト ロ ー で ５ 秒 間 実 施 で き る ② 長 い ス ト ロ ー で ５ 秒 間 実 施 で き る ③ 太 い ス ト ロ
ー で ５ 秒 間 実 施 で き る と 設 定 し た 。 実 施 方 法 は 午 前 ・ 午 後 に １ 回 ず つ 、 コ ッ プ
に 2 0 0 m l の 水 を 用 意 し 「 コ ッ プ の 水 が ぶ く ぶ く す る よ う 息 を 吐 き き る 」 を 1 0



回 繰 り 返 し 、 １ 分 間 休 ん で 呼 吸 を 整 え る を 、 ５ 回 繰 り 返 す と し た 。 1 1 病 日 よ り
実 施 方 法 と 目 標 設 定 を 患 者 へ 指 導 し 、 病 棟 看 護 師 へ も 同 様 の 内 容 を 実 施 し て い
く こ と を 情 報 共 有 し 、 患 者 が 実 施 で き て い る か を 確 認 し て い っ た 。  
 患 者 は「 頑 張 っ て 良 く な り た い 。」と 訓 練 を 意 欲 的 に 取 り 組 む こ と が で き 、大
き な 改 善 が 得 ら れ な い 中 で も 、 前 向 き に 間 接 訓 練 を 実 施 す る こ と が で き た 。 1 5
病 日 短 期 目 標 の ① 、2 1 病 日 に 短 期 目 標 の ② ま で 達 成 し た 。こ の こ ろ よ り 患 者 よ
り 「 前 よ り ス ト ロ ー を 吹 く 時 の 空 気 の 漏 れ が 減 っ て き た 」 と 、 口 唇 閉 鎖 の 改 善
が み ら れ る よ う に な っ た 。2 2 病 日 よ り 患 者 と 話 し 長 い ス ト ロ ー と 太 い ス ト ロ ー
を 使 用 し て 実 施 す る こ と を 提 案 し 、訓 練 を 継 続 し て い っ た 。2 9 病 日 の 嚥 下 造 影
検 査 に て 、 嚥 下 機 能 は 声 門 閉 鎖 が 可 能 と な っ た 。 嚥 下 反 射 は 惹 起 遅 延 が み ら れ
る が 咽 頭 残 留 は あ る 状 態 で あ り 、 長 期 目 標 の 達 成 に は 至 ら な か っ た も の の 、 介
入 初 期 に 比 べ 改 善 が み ら れ た 。  
【 考 察 】  
 食 べ る と い う 事 は 生 き て い く 中 で 必 要 不 可 欠 で あ り 、 楽 し み や 生 き が い の １
つ と し て い る 人 も 多 く 、 嚥 下 障 害 を 有 す る 患 者 は 喪 失 感 や 焦 燥 感 を 抱 き や す い
と 考 え る 。 ま た 、 球 麻 痺 を 呈 し た 重 度 の 嚥 下 障 害 が あ る 場 合 、 経 口 摂 取 で 栄 養
を 充 足 す る こ と が で き る ま で に 、 長 い 時 間 を 要 す る こ と が 多 い 。 そ の た め 症 状
が 大 き く 変 化 し な い 中 で も 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン へ の 意 欲 を 維 持 で き る よ う 工
夫 し て い く 必 要 が あ る 。  

今 回 の 症 例 で は 、 患 者 が 訓 練 方 法 や 効 果 を 理 解 で き 、 退 院 後 も 継 続 し て 実 施
で き る よ う 、 コ ッ プ や 水 、 ス ト ロ ー な ど 身 近 な 物 を 使 用 し て 簡 単 に 実 施 で き る
訓 練 方 法 を 提 案 す る こ と が で き た 。 ま た 、 短 期 目 標 を ス モ ー ル ス テ ッ プ に 設 定
し た こ と は 、 達 成 感 が 得 ら れ や す く な り 、 患 者 に と っ て で き る こ と が 増 え て い
る と い う 実 感 に 繋 が り 、 継 続 的 な 訓 練 実 施 に 効 果 的 で あ っ た と 考 え る 。  
【 結 論 】  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 継 続 的 に 行 う た め に は 、 患 者 が 前 向 き に 取 り 組 む こ と
が で き る よ う 、 達 成 成 果 が 実 感 し や す い 目 標 を 設 定 し 、 患 者 の 症 状 に 合 っ た 訓
練 の 実 施 が 有 効 で あ る 。  
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部 署 の 特 性 に 応 じ た 褥 瘡 予 防 対 策 の 実 践   
― 褥 瘡 発 生 し な い 環 境 づ く り の 実 践 ―  

 
浜 松 医 科 大 学 附 属 病 院  看 護 部 7 階 東 病 棟   

○ 深 澤 結 香 、 石 原 靖 乃  
 

【 動 機 】  
A 病 院 で は 2 0 2 2 年 度 に 大 規 模 な 病 棟 再 編 成 が 行 わ れ 、 そ れ に 伴 い B 病 棟 は

脳 神 経 外 科 、 神 経 内 科 、 皮 膚 科 の 混 合 病 棟 と な り 、 看 護 ス タ ッ フ も 大 き く 入 れ
替 わ っ た 。 こ れ ら の 診 療 科 の 患 者 は 寝 た き り の 患 者 が 多 い こ と に 加 え 、 複 数 の
褥 瘡 発 生 因 子 を 併 せ 持 って い る こ と が 多 い た め 、 診 療 科 の 患 者 特 性 に 応 じ た 適
切 な 褥 瘡 予 防 策 の 立 案 と 褥 瘡 を 発 生 さ せ な い 環 境 づ く り が 重 要 で あ る と 考 え た 。
そ こ で 、 褥 瘡 リ ン ク ナ ー ス と して Ｂ 病 棟 ス タ ッ フ に 対 し 病 棟 の 褥 瘡 予 防 対 策 に
お け る 強 み 、 弱 み に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い 、 明 ら か と な っ た 課 題 を 共 有
し 対 策 の 立 案 を 行 っ た 。 今 回 、 部 署 内 で の 褥 瘡 の 発 生 を 減 ら す た め に 病 棟 看 護
師 全 体 が 共 通 の 課 題 を 理 解 し 、 そ の 解 決 に 向 け た 取 り 組 み を 精 進 で き た こ と を
報 告 す る 。  
【 倫 理 的 配 慮 】  

浜 松 医 科 大 学 生 命 科 学 ・ 医 学 系 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 た 。  
【 利 益 相 反 】  

本 演 題 発 表 に 関 連 して 開 示 すべ き 利 益 相 反 関 係 に あ る 企 業 等 は な い 。  
【 実 践 内 容 】  

2 0 2 2 年 9 月 、Ｂ 病 棟 ス タ ッ フ に 対 し 病 棟 の 褥 瘡 予 防 対 策 に お け る 強 み 、弱 み
に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。 ア ン ケ ー ト は 個 人 が 特 定 さ れ な い よ う 無 記
名 自 由 回 答 式 と し 、回 答 率 は 1 0 0 ％ で あ っ た 。ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 か ら は 、B 病
棟 の 課 題 と して 褥 瘡 予 防 に 関 す る 知 識 不 足 、 ア セ ス メ ン ト 不 足 、 褥 瘡 予 防 ケ ア
の 実 践 能 力 に 個 人 差 が あ る こ と が 推 察 さ れ た 。 こ れ ら の 課 題 に 対 し 、 リ ン ク ナ
ー ス と して 教 育 、 指 導 、 褥 瘡 予 防 ケ ア の 標 準 化 を 計 画 し 、 ス タ ッ フ と 共 に ① 体
位 交 換 の 実 施 時 間 の 見 直 し 、 ② 体 位 交 換 必 要 患 者 一 覧 表 の 作 成 、 ③ 新 規 入 院 、
及 び 転 入 患 者 を 含 め エ ア マ ッ ト 挿 入 が 必 要 な 患 者 の ピ ッ ク ア ッ プ を 朝 の リ ー ダ
ー 業 務 に 追 加 、 ④ 体 位 交 換 ラ ウ ン ド 時 の 看 護 助 手 へ 同 伴 の 依 頼 、 ⑤ 各 勤 務 帯 に
お け る 皮 膚 状 態 の 観 察 記 録 及 び 褥 瘡 カ ン フ ァ レ ン ス 記 録 の 記 載 の 呼 び か け 、 記
録 の 定 点 調 査 の 実 施 、 ⑥ エ ア マ ッ ト の 特 徴 や 選 択 方 法 に 関 す る 勉 強 会 の 実 施 、
⑦ 医 師 へ 必 要 時 プ ロ ペ ト 使 用 の 指 示 入 力 依 頼 及 び プロ ペ ト の 病 棟 定 数 の 増 加 を
計 画 し た 。  
【 結 果 】  

院 内 電 子 カ ル テ に て B 病 棟 に お け る 褥 瘡 発 生 件 数 を 調 査 し た と こ ろ 、2 0 2 2 年
度 が Ｉ 度 1 5 件 、 I I 度 5 件 で あ っ た こ と に 比 較 し 、 2 0 2 3 年 度 で は Ｉ 度 1 2 件 、 I I



度 3 件 と 発 生 件 数 を 抑 え る こ と が で き た 。  
【 考 察 】  

B 病 棟 の 褥 瘡 予 防 に お け る 強 み 、 弱 み に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た こ
と に よ り 、 病 棟 ス タ ッ フ が 捉 えて い る 病 棟 の 課 題 が 明 ら か と な っ た 。 さ ら に 、
現 状 の 課 題 を 共 通 認 識 と し 、 対 策 を 話 し 合 う こ と で 褥 瘡 が 発 生 し な い 環 境 づ く
り に 部 署 ス タ ッ フ を 巻 き 込 む こ と が で き 、 結 果 と して 褥 瘡 発 生 件 数 を 減 少 さ せ
る こ と が で き た 。 本 実 践 の 意 義 は 、 褥 瘡 発 生 件 数 の 減 少 が 患 者 の 苦 痛 軽 減 や ス
タ ッ フ の モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 に 好 影 響 を も た ら し た と 考 え ら れ る 点 で あ る 。  
【 結 論 】  

褥 瘡 発 生 率 の 低 減 と い う 目 標 達 成 に 向 け て は 、 病 棟 ス タ ッ フ 全 員 が 部 署 の 特
徴 や 課 題 を 共 通 認 識 し 、 同 じ 方 向 を 向 く こ と が 最 も 重 要 で あ る 。 褥 瘡 リ ン ク ナ
ー ス は 部 署 の 強 み を さ ら に 伸 ば し 、 弱 み を 克 服 す る た め の 計 画 を 立 て 、 リ ー ダ
ー シ ッ プ を 取 って 褥 瘡 発 生 し な い 環 境 づ く り を 行 って い く 必 要 が あ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



卒 後 2 年 目 看 護 師 が 抱 え る 退 院 支 援 に お け る 困 難 感  
～ 退 院 支 援 の 質 向 上 に 向 け て ～  

 
三 重 大 学 医 学 部 附 属 病 院  

〇 青 木 茄 蓮 、 松 下 綾 子 、 濱 口 映 美 子  
 

Ⅰ ． は じ め に  
 介 護 が 必 要 と な る 主 な 原 因 と し て 、 認 知 症 が 2 3 . 1 % 、 次 い で 脳 血 管 疾 患 が
1 9 . 0 % と な って い る 1 ）。 美 ノ 谷 ら 2 ） は 、 脳 血 管 疾 患 の 患 者 が 不 安 や 困 り ご と を
少 な く 在 宅 療 養 生 活 へ 移 行 す る た め に は 、 入 院 時 か ら 退 院 へ さ ら に 退 院 後 の 在
宅 療 養 へ 向 け て 途 切 れ る こ と の な い 医 療 と 療 養 生 活 支 援 が 必 要 と 述 べ て い る 。    
A 病 棟 に お い て も 、退 院 後 も 家 族 の 支 援 や 社 会 資 源 の 活 用 が 必 要 な 事 例 が 多 く 、
安 心 して 日 常 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 退 院 支 援 に 力 を 入 れ て 取 り 組 ん で い
る 。 一 方 で 、 退 院 支 援 に 関 す る カ ン フ ァ レ ン ス 時 な ど、 卒 後 1 年 目 や 2 年 目 看
護 師 か ら の 発 言 が 少 な い と 感 じ る 場 面 が あ る 。 ま た 卒 後 2 年 目 看 護 師 が 1 年 目
終 了 の 時 点 で 、 退 院 支 援 に 関 す る 看 護 ケ ア へ の 自 信 が な い こ と も わ か っ た 。 そ
の た め 、 卒 後 2 年 目 看 護 師 が 退 院 支 援 に 抱 く 困 難 感 を 明 ら か に し 、 今 後 の ス タ
ッ フ 教 育 を 行 う 際 の 一 助 と な り 部 署 内 で の 看 護 の 質 向 上 に 繋 げた い と 考 え た 。  
 
Ⅱ ． 方 法  
 A 病 棟 に 所 属 す る 卒 後 2 年 目 看 護 師 6 名 を 対 象 に 、 退 院 支 援 に 対 す る 困 難 感
に つ い て 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た 。 そ の 結 果 を 類 似 し た 内 容 に 分 類 し た 。  
 倫 理 的 配 慮 と して 、 調 査 目 的 を 説 明 し た 上 で 、 参 加 は 自 由 意 志 で 拒 否 に よ る
不 利 益 が な い こ と を 口 頭 で 説 明 し 同 意 を 得 た 。 ま た 、 看 護 部 内 の 研 究 支 援 員 会
の 承 認 を 得 た 。  
 
Ⅲ ． 結 果  
 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 を 表 1 に 示 す。  
 
表 1 .  卒 後 2 年 目 看 護 師 の 退 院 支 援 に 関 す る 困 難 感  

【 分 類 】  『 対 象 者 の 語 り 』  
知 識 不 足 に 関
す る こ と  

・聞き逃す情報が多い。  
・退院支援の進め方が分からない  
・多職種とどのように共有していいのか分からない   
・医師がどのような判断で転院や退院の判断をしているのか分からない  
・誰に何を退院支援として依頼したり、調整をしたらいいのか分からない  
・MSW の役割やイメージがつかない  



【 分 類 】  『 対 象 者 の 語 り 』  
患 者・家 族 へ の
看 護 ケ ア に 関
す る こ と  

・家族の来院が少ない、又は来院されない場合、情報収集ができない  
・家族の支援を得られない患者への退院指導や支援の具体的な方法につい
て悩む  
・患者と家族が一緒にいるタイミングしかないときは、聞き出すことがで
きない  
・患者、家族間で意向に差が生じた時、どのようにすり合わせを行えばい
いのか分からない  
・話の進め方が分からない  
・どのタイミングで患者・家族の思いや意向を聞けばいいのか分からない  
・患者の状況によって道筋がぶれる。道筋を読むことが難しい  

対 応 力 に 関 す
る こ と  

・情報は取れても、整理ができない  
・どの情報を記録に残せばいいのか分からない    
・自身で受け持つことが少ない患者の場合、情報をあまり持っていない  
・退院支援に必要な情報を取る時間がない    
・患者の目標が不明瞭な時に、退院支援を行うのに困難と感じる  
・転院調整について、リーダーや MSW が進めている印象がある。直接的
主体的に動いている感覚がない   
・退院支援が必要な患者を受け持つ機会が少ない   
・身体的な状態に目がいき、退院支援に関しての優先順位が低くなってし
まう   
・情報整理、アセスメントに自信がない     
・自分で退院支援を最初から最後までしていくことに自信がない   

 
Ⅳ ． 考 察  
 卒 後 ２ 年 目 看 護 師 が 退 院 支 援 に 抱 く 困 難 感 に つ い て の 原 因 と そ の 対 応 に つ い
て 考 察 し た 。  
１ ．【 知 識 不 足 に 関 す る こ と 】  
  『 誰 に 何 を 退 院 支 援 と して 依 頼 し た り 、 調 整 し た ら い い の か 分 か ら な い 』『 退
院 支 援 の 進 め 方 が 分 か ら な い 』 と い う 語 り か ら 、 こ れ ら は 退 院 支 援 に 関 す る 知
識 が 不 足 して い る 背 景 が あ る と 考 え る 。ま た『 M S W の 役 割 や イ メ ー ジ が つ か な
い 』『 多 職 種 と どの よ う に 共 有 して い い の か 分 か ら な い 』 と い っ た 、 そ れ ぞ れ の
職 種 の 役 割 や 連 携 に 関 す る 知 識 が 不 足 して い る 。 平 ら 3 ） は 、 看 護 師 に は 広 い 視
野 を 持 ち 多 職 種 と 連 携 す る こ と が 求 め ら れ て お り 、 多 職 種 が 相 互 作 用 す る こ と
で そ れ ぞ れ の 弱 い 部 分 が 強 化 さ れ 、 継 続 す る こ と で よ り 質 の 高 い 退 院 支 援 が で
き る よ う に な る と 述 べ て い る 。退 院 支 援 に お け る 多 職 種 連 携 が 重 要 で あ る 中 で 、
退 院 支 援 に 関 す る 様 々 な 知 識 を 深 め る こ と は 、 質 の 高 い 退 院 支 援 の 実 践 へ つ な
が る と 考 え る 。 そ の た め 、 不 足 す る 知 識 に 対 して 学 習 会 の 開 催 な ど 支 援 を して
い く 必 要 が あ る 。  
 



２ ．【 患 者 ・ 家 族 へ の 看 護 ケ ア に 関 す る こ と 】  
 『 どの タ イ ミ ン グ で 患 者 ・ 家 族 の 思 い や 意 向 を 聞 け ば い い の か 分 か ら な い 』
『 患 者 、 家 族 間 で 意 向 に 差 が 生 じ た 時 、 どの よ う に す り 合 わ せ を 行 え ば い い の
か 分 か ら な い 』『 家 族 の 支 援 を 得 ら れ な い 患 者 へ の 退 院 指 導 や 支 援 の 具 体 的 な
方 法 に つ い て 悩 む 』 な ど、 患 者 ・ 家 族 へ の 看 護 ケ ア に 関 して 困 難 さ を 感 じ て い
る 。 藤 澤 ら 4 ） は 、 退 院 支 援 の 充 実 に 向 け て 取 り 組 む べ き 方 向 性 と して 、 患 者 ・
家 族 の こ れ ま で の 人 生 や 今 後 の 生 き 方 へ の 意 思 を 捉 え 、 患 者 ・ 家 族 の 意 思 決 定
に 沿 っ た 計 画 的 ・ 継 続 的 支 援 が 必 要 と 述 べ て い る 。 対 象 者 ら は 、 退 院 支 援 に お
い て 家 族 へ の ケ ア の 必 要 性 に つ い て 気 づ く こ と が で き て い る が 、実 際 に は 患 者・
家 族 の 意 向 を 捉 え た 退 院 支 援 が で き て い る と い う 実 感 が 不 足 して い る と 考 え る 。
こ れ は 経 験 が 不 足 して い る だ け で は な く 、 経 験 し た 退 院 支 援 に 関 して の 振 り 返
り が 不 十 分 で あ る こ と も 背 景 と して 挙 げ ら れ る と 考 え る 。 そ の た め 、 肯 定 的 な
フ ィ ー ド バ ッ ク を 通 して 経 験 を 積 み 、 患 者 ・ 家 族 へ の 看 護 ケ ア に 自 信 を 持 つ こ
と が で き る よ う な 支 援 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  
３ ．【 対 応 力 に 関 す る こ と 】  

『 情 報 を 取 れ て も 、整 理 が で き な い 』『 どの 情 報 を 記 録 に 残 せ ば い い の か 分 か
ら な い 』と い っ た 退 院 支 援 に お け る 対 応 力 や、『 退 院 支 援 に 必 要 な 情 報 を 取 る 時
間 が な い 』と い っ た 業 務 調 整 に お け る 対 応 力 の 不 足 に 困 難 を 感 じ て い る 。ま た 、
『 直 接 的 主 体 的 に 動 い て い る 感 覚 が な い 』『 情 報 整 理 、ア セ ス メ ン ト に 自 信 が な
い 』『 自 分 で 退 院 支 援 を 最 初 か ら 最 後 ま で して い く こ と に 自 信 が な い 』と 退 院 支
援 に 対 して 自 信 が 持 て ず、困 難 を 感 じ て い る 。J N A ラ ダー よ り 、卒 後 2 年 目 看 護
師 は 標 準 的 な 看 護 計 画 に 基 づ き 自 立 し た 看 護 実 践 が で き る と 求 め ら れ て い る 。
そ の た め 、主 体 性 を 持 って 退 院 支 援 を 実 践 して い く こ と が 望 ま し い 。よ って 、業
務 調 整 力（ 情 報 を 得 る た め の 時 間 を 調 整 す る ）や 退 院 支 援 に お け る 対 応 力 ( 情 報
を 整 理 し て 必 要 な 支 援 を 実 行 で き る よ う に す る ) を 伸 ば し て い く こ と が 必 要 で
あ る 。 原 田 ら 5 ） は 、 個 人 で 対 処 せ ざる を 得 な い 事 例 に 関 して は 、 事 例 の 振 り 返
り を 通 して 支 援 の 明 確 化 や 意 味 づ け を 行 い 、 実 践 知 を 積 み 重 ね る こ と が 重 要 と
明 ら か に な って い る 。  

つ ま り 、 主 体 性 を 持 って 充 実 し た 退 院 支 援 を 行 う た め に は 、 上 記 で 述 べ た よ
う に 知 識 や 経 験 を 得 て 実 践 知 を 積 む こ と が で き る よ う な 支 援 が 必 要 で あ る 。  
 
Ⅴ ． 結 論  

卒 後 2 年 目 看 護 師 が 退 院 支 援 に 対 す る 困 難 感 と して【 知 識 不 足 に 関 す る こ と 】
【 患 者 ・ 家 族 へ の 看 護 ケ ア に 関 す る こ と 】【 対 応 力 に 関 す る こ と 】が 明 ら か に な
っ た 。  

知 識 や 経 験 か ら 実 践 知 を 積 む こ と が で き る よ う な 支 援 が 求 め ら れ て い る 。  
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気 道 異 物 窒 息 に よ る 急 変 対 応 に お け る 教 育 的 取 り 組 み と そ の 効 果  

 
金 沢 医 科 大 学 病 院  

〇 竹 端 智 之 、 北 川 奈 美 江 、 中 村 智 亜 樹  

 
Ⅰ ． は じ め に  

A 病 院 は 、院 内 で 急 変 対 応 や 摂 食・嚥 下 に 関 す る 集 合 研 修 が 開 催 さ れ て い る 。
ま た 、 院 内 の イ ン シ デ ン ト 事 象 を も と に 医 療 安 全 部 主 催 で 気 道 異 物 に よ る 窒
息 解 除 の 研 修 が 行 わ れ 、各 病 棟 ス タ ッ フ １ 名 ず つ が 参 加 し 、そ の 後 フ ロ ア へ 伝
達 講 習 を 行 な って い る 。A 病 院 の B 病 棟 は 脳 神 経 外 科 ・ 内 科 病 棟 で あ り 、急 性
期 脳 卒 中 の 患 者 が 多 く 入 室 す る 。脳 卒 中 の 急 性 期 で は 、嚥 下 障 害 の 発 生 率 は 2 0

～ 5 0 ％ で あ る １ ）。 嚥 下 障 害 は 窒 息 や 誤 嚥 性 肺 炎 の 原 因 と な り 、 生 命 予 後 に 大
き く 影 響 す る 。 2 0 2 3 年 度 年 間 ５ 件 の 急 変 が 起 こ り 、 痰 や 嘔 吐 、 食 物 の 誤 嚥 を
原 因 と し た 気 道 異 物 に よ る 窒 息 で の 呼 吸 関 連 の 急 変 で あ っ た 。 気 道 異 物 に よ
る 窒 息 は 、呼 吸 が 阻 害 さ れ る こ と に よ って 血 中 酸 素 濃 度 が 低 下 し 、二 酸 化 炭 素
濃 度 が 上 昇 して 、脳 な どの 内 臓 組 織 に 機 能 障 害 を 起 こ す 状 態 ２ ）で あ る た め 、迅
速 な 評 価 と 対 応 が 必 要 と な る 。B 病 棟 で は 、病 棟 看 護 師 に 気 道 閉 塞 に 関 連 し た
急 変 対 応 の 知 識 ・ 技 術 の 向 上 が 必 要 と さ れ て お り 、気 道 異 物 に よ る 窒 息 の 伝 達
講 習 に 加 え 、シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 実 施 を 行 っ た 。そ の 結 果 、脳 卒 中 患 者 の 食 物
誤 嚥 に よ る 窒 息 に 対 して 気 道 異 物 除 去 し 、救 命 す る こ と が で き た た め 、そ の 活
動 の 成 果 を 報 告 す る 。  

 
Ⅱ ． 研 究 方 法  

１ ． 研 究 方 法 ： 実 践 報 告  

２ ． 学 習 会 の 概 要 ：  

１ ） 対 象 者  

A 病 院 B 病 棟 に 所 属 す る 看 護 師 3 1 名 （ 師 長 、 主 任 も 含 む ）。  

２ ） 学 習 会 の 内 容  

（ １ ） 伝 達 講 習 の 内 容  

講 師 は 、当 病 棟 に 所 属 す る 院 内 研 修 に 参 加 し た 看 護 師 が 行 っ た 。伝 達 講
習 の 内 容  は 、チ ョ ー ク サ イ ン が 示 す 意 味 と 窒 息 解 除 の 方 法（ ハ イ ム リ ッ
ク 法 、 背 部 叩 打 法 、 腹 部 突 き 上 げ 法 、 胸 部 突 き 上 げ 法 ）、 窒 息 発 見 時 の 流
れ  （ 表 １ ） に つ い て 講 義 を 行 っ た 。 そ の 後 、 窒 息 解 除 の 方 法 を ２ 人 １ 組 で
実 技 と して 実 施 し た 。  



表 １ ． 窒 息 発 見 時 の 流 れ に つ い て  

 
（ ２ ） シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 演 習  

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 参 加 者 が イ メ ー ジ し や す い 事 例 を 検 討 し 、 伝 達 講
習 を 踏 ま え た 知 識 ・ 技 術 を 実 施 で き る も の と し た 。 B 病 棟 で は 嚥 下 障 害 の
患 者 が 多 く 、 痰 や 誤 嚥 に よ る 窒 息 リ ス ク が 高 い た め 、 事 例 は 嚥 下 障 害 の あ
る 脳 梗 塞 患 者 の 食 物 誤 嚥 に よ る 気 道 閉 塞 を 想 定 し た 。 時 間 帯 は 、 実 際 の 病
棟 の 勤 務 体 制 を 踏 ま え 、 少 人 数 と な る 勤 務 帯 を 設 定 し た 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン 実 施 前 に 、 ブリ ー フ ィ ン グ を ３ 分 間 行 っ た 。 ブ リ ー フ ィ ン グ で は 、 参 加
者 の み で 窒 息 発 見 時 の 流 れ を も と に どの よ う に 動 く か 、 チ ーム の 目 標 を 確
認 し た 。 そ の 後 演 習 を 行 い 、 実 施 直 後 に デ ブリ ー フ ィ ン グ を ７ 分 程 度 で 実
施 し た 。 デ ブ リ ー フ ィ ン グ は 、 ブリ ー フ ィ ン グ の 内 容 が 実 施 で き た か 、 シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン で 困 っ た こ と 、 気 に な る 点 は な か っ た か を 話 し 合 い 、 チ ー
ム メ ン バ ー で 共 有 し た 。 デ ブリ ー フ ィ ン グ 後 は 、 院 内 研 修 で 配 布 さ れ た チ
ェ ッ ク リ ス ト を も と に 評 価 を 行 っ た（ 表 ２ ）。ま た 、更 な る 状 態 悪 化 に 至 っ
た 場 合 、 予 測 さ れ る こ と と そ の 対 応 に つ い て 検 討 し た 。  

３ ． 倫 理 的 配 慮 ：  

事 例 対 象 患 者 に 対 して は 、 本 報 告 の 目 的 、 報 告 へ の 協 力 は 自 由 意 志 で あ る
こ と 、 本 報 告 に 協 力 し な い こ と で 不 利 益 を 被 る こ と は な い こ と を 口 頭 及 び 文
書 で 説 明 し た 。 取 り や め に つ い て 、 患 者 と 家 族 の どち ら か ら の 申 し 出 で も 可
能 で あ る こ と を 説 明 し た 。 同 意 は 紙 面 で 患 者 本 人 に 同 意 を 得 た 。  

 

 

 



表 ２ ． 窒 息 対 応 に 関 す る チ ェ ッ ク リ ス ト  

 

Ⅲ ． 結 果  

１ ． 学 習 会 後 の 参 加 者 の 反 応  

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 施 後 、「 事 前 に 対 応 の 流 れ を 確 認 して い た た め 、イ メ ー
ジ し な が ら 実 施 で き た 。」、 「 実 際 に 状 態 が 悪 化 し た と き 、どう 対 応 し た ら よ い
か わ か ら な い 。」 と 発 言 が あ っ た 。 学 習 会 全 体 を 終 えて 、「 窒 息 解 除 の 手 技 が
具 体 的 に イ メ ー ジ で き た 。」「 体 を 動 か して す る と 難 し さ が 分 か る 。」と い う 意
見 が 挙 が っ た 。  

２ ． 窒 息 事 例 へ の 対 応  

１ ） 事 例 の 概 要  

（ １ ） 患 者 ： 6 4 歳 、 女 性  

（ ２ ） 現 疾 患 ： 右 ア テ ロ ーム 血 栓 性 脳 梗 塞 （ 血 栓 回 収 術 後 ）  

（ ３ ） 既 往 歴 ： 高 血 圧 、 双 極 性 障 害   

（ ４ ） 入 院 中 の 経 過 ：  



患 者 は 血 栓 回 収 後 、 構 音 障 害 、 左 上 下 肢 の 不 全 麻 痺 、 高 次 脳 機 能 障 害 を
認 め た 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で 言 語 聴 覚 士 の 介 入 が あ り 、 嚥 下 評 価 を 実 施
し た 。 結 果 は 、 咀 嚼 機 能 の 低 下 が あ り 、 丸 呑 み 傾 向 や 軽 度 咽 頭 収 縮 低 下 が
あ っ た 。 全 粥 や ソ フ ト 食 、 刻 み 食 の ク リ ア ラ ン ス は 良 好 で あ る た め 、 食 事
形 態 は 全 粥 食 で あ っ た 。  

（ ５ ） 窒 息 事 例 へ の 対 応 ：  

患 者 は 夕 食 を 自 己 摂 取 して い た 。看 護 師 は 咀 嚼 を し っ か り す る よ う に 促 し
な が ら 、適 宜 訪 室 し 食 事 の 様 子 を 観 察 し た 。患 者 の も と を 訪 室 す る と 、チ ョ
ー ク サ イ ン を して い る 患 者 を 発 見 し た 。ス タ ッ フ は 窒 息 と 認 識 し 、応 援 要 請
を 行 っ た 。患 者 は 口 腔 内 に 食 物 を 多 量 に 含 ん で い た た め 、看 護 師 は 吸 引 を 行
い な が ら ハ イ ム リ ッ ク 法 、背 部 叩 打 法 、腹 部 突 き 上 げ 法 を 実 施 し た 。実 施 中 、
体 系 的 ア プロ ー チ の 気 道 や 呼 吸 、循 環 、 意 識 の 項 目 を 評 価 し た 。応 援 に き た
看 護 師 は 患 者 に 呼 吸 心 拍 モ ニ タ ー 、 S p O 2 セ ン サ ー の 装 着 を 行 い 、 呼 吸 や 循
環 を 評 価 で き る よ う に 調 整 し た 。患 者 の 反 応 が 乏 し く な っ た た め 、ベ ッ ド に
臥 床 さ せ 、腹 部 突 き 上 げ 法 を 行 い な が ら 吸 引 を 継 続 し た 。そ の 後 、「 あ ー っ 。」
と 発 声 を 認 め た と こ ろ で 気 道 が 開 通 し た と 判 断 し 、 口 腔 内 に 上 が っ た 食 物
を 吸 引 と 手 で 搔 き 出 し 、気 道 閉 塞 を 解 除 で き た 。そ の 後 、バ イ タ ル サ イ ン 測
定 、 胸 部 単 純 レ ン ト ゲ ン を 撮 影 し 、 異 常 が な い こ と を 確 認 し た 。  

３ ． 窒 息 事 例 の 振 り 返 り  

事 象 発 生 後 、 振 り 返 り カ ン フ ァ レ ン ス を 実 施 し た 。 当 事 者 か ら は 「 学 習 会
で 教 わ っ た チ ョ ー ク サ イ ン で 、 窒 息 だ と す ぐ に 分 か っ た 」、「 応 援 を 呼 び 、 窒
息 解 除 の 手 技 を 思 い 出 し な が ら 実 施 し た 」、「 患 者 さ ん の 顔 色 や 反 応 が 変 わ っ
て い く の で 、 呼 吸 、 循 環 、 意 識 レ ベ ル の 評 価 を 意 識 して 行 っ た 」、「 こ れ か ら
心 停 止 へ と 移 行 す る か も と 思 っ た 」 な ど、 体 系 的 ア プロ ー チ に 関 連 し た 発 言
が あ っ た 。チ ーム メ ン バ ー か ら は 、「 最 初 は 不 穏 患 者 の 対 応 を して い る の か と
思 っ た が 、 患 者 の 顔 色 を 見 て 窒 息 だ と わ か っ た 」、「 周 囲 の 動 き を 見 て 環 境 整
備 や 救 急 カ ー ト を 準 備 し た 」、 「 急 変 場 面 で の リ ー ダー や そ の 他 の 役 割 設 定 が
で き な か っ た 」、「 事 象 の 経 過 を 記 録 で き な か っ た 」な ど、チ ーム ダイ ナ ミ ク ス
に 関 す る 発 言 が あ っ た 。  

 
Ⅳ ． 考 察  

今 回 、院 内 研 修 の 内 容 か ら 病 棟 の 現 状 に 沿 っ た 伝 達 講 習 及 び シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン 演 習 を 構 成 し た 学 習 会 を 実 施 し た こ と で 、 病 棟 看 護 師 が 患 者 の 気 道 異 物 窒
息 へ の 早 期 認 識 、 対 応 に 繋 が っ た 。  

学 習 と し て の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 育 は 、① 事 前 学 習 、② ブ リ ー フ ィ ン グ 、③
演 習 、 ④ デ ブ リ ー フ ィ ン グ 、 ⑤ 学 習 の ま と め 、 の 流 れ で 学 習 を 進 め る ３ ） 。 実
施 し た 学 習 会 も 同 様 の 流 れ で 実 施 し た こ と で 、 伝 達 講 習 で 知 識 と 技 術 を 習 得
し 、シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 演 習 で 、実 際 に 行 っ た 行 動 の 裏 付 け や 不 足 し た 知 識 、技



術 を デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し な が ら 再 確 認 す る こ と が で き た と 考 え る 。 本 事 例 は 、
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 作 成 し た 内 容 と 概 ね 同 じ 環 境 下 で の 急 変 で あ っ た 。 対 応
し た 看 護 師 は 学 習 会 を 想 起 し な が ら 対 応 で き 、 臨 床 で 起 こ り 得 る 事 例 を 用 い
た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 有 用 で あ っ た こ と が 示 唆 さ れ た 。ま た 、臨 床 場 面 は 、看
護 師 の 勤 務 人 数 、配 置 、状 況 も 実 際 に 起 こ り 得 る 状 況 を 想 定 す る こ と で よ り 具
体 的 な イ メ ー ジ に 繋 が る 可 能 性 が あ る 。  

今 回 の 窒 息 事 例 の 振 り 返 り か ら 、体 系 的 ア プロ ー チ を 用 い た 患 者 評 価 、介 入
は 実 践 で き て い た が 、 チ ーム ダイ ナ ミ ク ス は 課 題 と して 挙 が っ た 。 急 変 対 応 の
場 面 で は 、 体 系 的 ア プロ ー チ を 用 い た 患 者 の 評 価 ・ 治 療 や 効 果 的 な チ ーム ダイ
ナ ミ ク ス が 必 要 で あ り 、 急 変 対 応 に お け る 課 題 の 気 づ き に 繋 が っ た 。  

今 後 は 、 体 系 的 ア プロ ー チ や チ ーム ダイ ナ ミ ク ス も 含 め 、 あ ら ゆ る 場 面 の 急
変 対 応 を 想 定 し た 学 習 会 、シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 定 期 的 に 開 催 し 、病 棟 看 護 師 の
知 識 ・ 技 術 の 向 上 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

 
Ⅴ ． 結 論  

本 事 例 を 通 し 、院 内 の 集 合 研 修 か ら フ ロ ア の 伝 達 講 習 、シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 演
習 を 実 施 し た こ と で 、 病 棟 看 護 師 に よ る 窒 息 の 早 期 発 見 、 対 応 に 繋 が っ た 。  

 
Ⅵ ． 引 用 文 献  
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脳 神 経 外 科 病 棟 に お け る 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 早 期 抜 去 に む け た フ ロ ー の 効 果  
 

名 古 屋 掖 済 会 病 院  
〇 森 本 仁 美 、 上 野 宗 政 、 山 田 祐 菜 、 甲 斐 亜 希 子  

                  
は じ め に  

当 部 署 は 脳 神 経 外 科 を 主 と し た 病 棟 で あ り 、 主 に 内 因 性 ・ 外 因 性 に よ る 脳 血
管 疾 患 お よ び 脊 椎 セ ン タ ー を 有 す る こ と か ら 頚 髄 損 傷 が 多 く を 占 め る 。 こ れ ら
の 疾 患 で は 、 尿 閉 を 来 た し 長 期 に 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル を 留 置 し て い る 患 者 が 多
く 、 一 般 的 に 尿 路 感 染 症 は 院 内 感 染 の 4 0 ％ を 占 め 、 そ の 内 8 0 ％ が 膀 胱 留 置 カ
テ ー テ ル 挿 入 患 者 に 発 生 す る と 言 わ れ て い る 1 ) 。 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 挿 入 か ら
4 日 で 1 0 ％ 、7 日 以 上 で 2 5 ％ 、2 8 日 以 上 の 留 置 で は ほ ぼ 1 0 0 ％ に 尿 路 感 染 が 発
生 す る と さ れ て お り 、 カ テ ー テ ル 早 期 抜 去 が 重 要 と な る 1 ）。  

そ こ で 、他 職 種 と 協 働 し「 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 早 期 抜 去 フ ロ ー 」を 2 0 2 2 年 5
月 に 作 成 し た 。 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル の 留 置 期 間 や 尿 路 感 染 症 発 生 数 の 調 査 か ら
フ ロ ー の 効 果 を 明 ら か に す る 。  
 
研 究 方 法  

研 究 の 方 法 ：  2 0 2 2 年 5 月 に 「 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 早 期 抜 去 フ ロ ー 」 を 作 成
し た 。 フ ロ ー を 活 用 し た 症 例 と 作 成 前 の 症 例 を 研 究 者 の 設 定 し た 調 査 項 目 に 沿
っ て デ ー タ を 収 集 し 、 前 後 の 比 較 を 検 証 す る 。  
研 究 対 象 者 の 選 定 方 法 と 予 定 対 象 者 数 （ 概 数 ）： 2 0 2 2 年 5 月 か ら 2 0 2 3 年 5 月
ま で に 当 病 棟 に 入 院 し た 脳 神 経 外 科 患 者 で 、 入 院 中 に 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル が 挿
入 さ れ た 患 者 を 対 象 と す る 。  
統 計 解 析 の 方 法 ： 電 子 カ ル テ か ら 後 ろ 向 き に 入 院 患 者 数 、 挿 入 件 数 （ 延 べ 挿 入
日 数 ）、感 染 件 数 、該 当 者 の 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 留 置 期 間 を 調 査 し 、フ ロ ー の 使
用 前 と 使 用 後 の 2 つ の 群 を 比 べ て 、 ｔ 検 定 を 用 い て 2 つ の 群 の 比 較 を 行 う 。  
患 者 情 報 収 集 期 間 ： 2 0 2 1 年 5 月 1 日 ～ 2 0 2 3 年 5 月 3 1 日  
研 究 期 間 ： 2 0 2 2 年 6 月 ～ 2 0 2 4 年 9 月 3 0 日  
 
結 果  

本 研 究 で は 対 象 患 者 総 数 2 5 6 名 で 、 内 2 0 2 1 年 度 対 象 患 者 は 1 1 2 名 、 2 0 2 2 年
度 対 象 患 者 は 1 4 4 名 で あ っ た 。 平 均 年 齢 は 7 3 . 3 歳 、 男 女 比 は 2 0 2 1 年 度 、 2 0 2 2
年 度 と も 男 性 が 多 か っ た 。  

膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 留 置 期 間 は 、 昨 年 度 と 比 較 し 、 4 日 で 抜 去 で き た 割 合 は
3 9 ％ か ら 4 8 ％ と 増 加 し 、 5 日 か ら 7 日 以 内 に 抜 去 で き た 割 合 は 1 4 ％ か ら 1 9 ％
と 増 加 、 2 8 日 以 上 留 置 し て い る 患 者 割 合 は 4 ％ か ら 1 . 9 ％ と 減 少 し た 。（ 表 1 ） 
ま た 、 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 感 染 件 数 は 、 2 0 2 2 年 度 6 件 に 対 し て 2 0 2 3 年 度 は 3



件 と 減 少 し た 。 い ず れ も 術 後 経 管 栄 養 を 開 始 し た 脳 出 血 患 者 で あ り 、 3 件 と も
大 腸 菌 と ク ラ ブ シ エ ラ が 検 出 さ れ た 。  

挿 入 件 数 に 対 し て フ ロ ー を 活 用 す る 前 と 活 用 し た 後 の 留 置 日 数 は フ ロ ー を 活
用 す る 前 は 平 均 8 . 9 6 日 に 対 し 、フ ロ ー を 活 用 し た 後 は 平 均 6 . 6 4 日 と 有 意（ p ＜
0 . 0 5 ） に 短 縮 す る こ と が 示 さ れ た 。（ 表 2 ）  
 
表 1  フ ロ ー 使 用 前 と 使 用 後 の 期 間 抜 去 率  
       4 日 以 内   5 - 7 日 以 内   2 8 日 以 上  

フ ロ ー 使 用 前   3 9 ％     1 4 ％      4 ％  

フ ロ ー 使 用 後   4 8 ％     1 9 ％      1 . 9 ％  

 
 
表 2  ｔ 検 定 ： 等 分 散 を 仮 定 し た 2 標 本 に よ る 検 定  
          平 均     分 散     観 測 数  

フ ロ ー 使 用 前    8 . 9 6     7 9 . 2 6     1 6 4  

フ ロ ー 使 用 後    6 . 6 4     3 9 . 5 9        2 0 3  

                       P ＝ 0 . 0 0 3 6  
 
考 察  

本 調 査 で は 、 脳 神 経 外 科 病 棟 に お け る 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル の 留 置 期 間 を 調 査
し 、 尿 路 感 染 症 発 生 と の 因 果 関 係 を 後 方 視 的 に 分 析 し た 。 フ ロ ー を 活 用 す る 前
と 後 で は 、 挿 入 件 数 全 体 を 通 し て 留 置 期 間 が 有 意 に 短 縮 さ れ て い る こ と が 明 ら
か と な っ た 。ま た 、膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル の 1 週 間 以 内 の 抜 去 率 は 5 3 ％ か ら 6 7 ％
と 大 き く 増 加 し て い た 。 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル を 抜 去 す る 時 期 が 看 護 師 個 人 の 主
観 に 判 断 が 委 ね ら れ て い た が 、 フ ロ ー を 活 用 す る こ と で 「 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル
の 適 応 基 準 」 を 基 に 、 抜 去 を す る の か 、 ま た は 、 観 察 を 行 い 交 換 や 留 置 継 続 を
す る の か を 、 誰 も が 、 客 観 的 判 断 を す る こ と が 可 能 と な っ た 。 そ の 結 果 、 早 期
抜 去 の 件 数 が 増 加 し た と 考 え る 。  

フ ロ ー の 活 用 に よ っ て 尿 路 感 染 症 の 発 生 は 減 少 し た が 、 発 生 が 0 に な ら な か
っ た 。 理 由 の 一 つ に 、 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル を 抜 去 し た が 、 そ の 後 重 度 の 尿 路 障
害 や 厳 密 な 水 分 出 納 バ ラ ン ス 観 察 を 目 的 に 再 留 置 と な り 総 留 置 期 間 が 長 期 と な
っ た こ と が 挙 げ ら れ る 。 医 師 の 診 療 上 必 要 と 判 断 さ れ た ケ ー ス も あ っ た が 、 尿
混 濁 の 有 無 や シ ル バ ー コ ー テ ィ ー ン グ が さ れ た カ テ ー テ ル か を 確 認 し 、 3 週 間
以 内 に 交 換 を 実 施 し て い た こ と で 、 前 年 度 よ り 尿 路 感 染 の 発 生 を 抑 え る こ と が
で き た と 考 え る 。 ま た 、 導 尿 の 必 要 性 に つ い て は 、 こ れ ま で の 臨 床 経 験 よ り 膀
胱 留 置 カ テ ー テ ル 抜 去 後 に 腹 部 緊 満 や 無 尿 か ら 判 断 し て い た 。 し か し 、 フ ロ ー
開 始 後 は 、 膀 胱 用 超 音 波 画 像 診 断 装 置 を 用 い て 非 侵 襲 的 に 且 つ 残 尿 量 が 数 値 化



さ れ る こ と で 誰 も が 統 一 し て 導 尿 の 必 要 性 を 判 断 す る こ と が で き る よ う に な っ
た 。 尿 閉 の ま ま 経 過 す る こ と な く 、 導 尿 を 必 要 時 実 施 で き た こ と も 尿 路 感 染 の
リ ス ク が 軽 減 さ れ た 一 因 と 考 え る 。 そ の 結 果 、 尿 閉 を 来 し て し ま う 患 者 に 対 し
排 尿 ケ ア の 早 期 か ら の 介 入 が 可 能 と な っ た こ と も 要 因 の ひ と つ と 考 え ら れ る 。  

今 回 の 調 査 か ら 得 ら れ た 知 見 と し て 、 尿 路 感 染 を 発 生 し た 3 件 か ら 大 腸 菌 や
ク ラ ブ シ エ ラ が 検 出 さ れ た 。 い ず れ も 腸 内 細 菌 で あ り 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル の 外
側 を 通 り 進 入 し た と 考 え ら れ る 。 脳 神 経 外 科 病 棟 に お い て 栄 養 管 理 の 面 で 経 管
栄 養 を 導 入 す る こ と が 多 く 、そ の 結 果 下 痢 便 と な っ て し ま う 傾 向 が あ る 。ま た 、
絶 食 や 術 後 の 抗 生 剤 投 与 が 原 因 で 腸 管 粘 膜 の 萎 縮 や 腸 内 細 菌 叢 の 乱 れ が 起 因 す
る と も 考 え ら れ る 。 フ ロ ー を 活 用 す る こ と で 統 一 し た 知 識 の も と 、 抜 去 の 時 期
を カ ン フ ァ レ ン ス で 話 し 合 い 、 早 期 に 導 尿 で 対 応 し た こ と や 、 抜 去 で き な い 患
者 に 対 し て は 、 尿 混 濁 の 有 無 や 留 置 期 間 な ど を 確 認 し 、 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル の
感 染 管 理 を 意 識 し て 実 践 で き た た め 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 関 連 感 染 は 減 少 し た と
考 え る 。  

 
結 論  

脳 神 経 外 科 病 棟 に お け る 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル の 早 期 抜 去 を 目 的 に 独 自 の フ ロ
ー を 作 成 ・ 運 用 し た 。 留 置 期 間 の 短 縮 と 尿 路 感 染 症 の 発 生 数 の 減 少 を み と め た
た め 、 フ ロ ー の 効 果 が 明 ら か と な っ た 。  
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摂 食 の 嚥 下 ケ ア の 質 向 上 を 目 指 し た 取 り 組 み  
～ 食 支 援 ナ ー ス の 役 割 導 入 に よ る 効 果 ～  

 
浜 松 医 科 大 学 医 学 部 附 属 病 院  7 階 東 病 棟 1 、 看 護 部 管 理 室 2  

◯ 鈴 木 萌 菜 1 、 立 石 和 伽 1 、 松 下 あ み 1 、 鈴 木 あ か ね 1 、  
伊 藤 澄 香 1 、 清 水 翔 太 郎 2 、 石 原 靖 乃 1  

 
【 は じ め に 】  

看 護 師 に よ る 食 事 介 助 に は 患 者 の 栄 養 摂 取 だ け で は な く 、 誤 嚥 の リ ス ク の 回
避 や 摂 食 の 嚥 下 訓 練 、 食 べ る 喜 び の 支 援 な ど 様 々 な 意 義 が あ る 。 当 院 の 脳 神 経
セ ン タ ー で は 脳 血 管 疾 患 に よ る 摂 食 嚥 下 障 害 に よ り 、 食 事 介 助 が 必 要 な 患 者 が
多 い 。 し か し 看 護 師 に と って 食 事 介 助 は 業 務 的 な 負 担 が 大 き く 、 十 分 に 介 助 で
き て い な い 現 状 が あ り 、 栄 養 不 良 や 誤 感 ・ 窒 息 リ ス ク、 尊 厳 の 侵 害 な ど 患 者 の
不 利 益 に 繋 が る 可 能 性 が あ る と 考 え た 。  

患 者 が 十 分 に 食 事 摂 取 で き る 環 境 を 楽 え る た め に 、 看 護 師 が 食 事 介 助 を 負 担
に 感 じ て い る 理 由 を 明 ら か に し 、 病 棟 全 体 で 摂 食 の 下 ケ ア の 質 向 上 を 目 指 して
取 り 組 ん だ 。  
【 倫 理 的 配 慮 】  

ア ン ケ ー ト は 目 的 、 断 っ た 場 合 も 不 利 益 に な ら な い こ と を 病 棟 看 護 師 に 説 明
し 同 意 を 得 て 実 施 し た 。 結 果 は 個 人 を 特 定 で き な い よ う に 配 慮 し 、 浜 松 医 科 大
学 医 学 部 附 属 病 院 看 護 部 看 護 研 究 倫 理 審 査 会 の 承 認 を 得 た 。 患 者 に 対 して は 個
人 が 特 定 さ れ な い よ う 倫 理 的 配 慮 を 行 っ た 。  
【 方 法 】  

病 棟 看 護 師 に 食 事 介 助 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た（ 3 1 名 / 回 収 8 8 % ）。
ア ン ケ ー ト を 元 に  2 0 2 3 年 1 0 月 か ら 早 番 ・ 遅 番 に よ る 食 支 援 ナ ー ス 体 制 を 開
始 し た 。 食 支 援 ナ ー ス は 患 者 の 経 口 摂 取 量 増 加 を 目 的 と し 、 食 事 時 間 帯 に 時 間
制 限 を 設 け ず に 食 事 介 助 を 最 優 先 で 行 う こ と と し た 。 ま た 摂 食 嚥 下 障 害 看 護 認
定 看 護 師 が 積 極 的 に フ ォ ロ ー し 、 患 者 の 食 支 援 方 針 を 共 に 検 討 し 共 有 す る こ と
と し た 。 取 り 組 み 開 始 1 ヶ 月 半 後 に 病 棟 看 護 師 に 再 度 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た
（ 3 4 名 / 回 収 率 9 7 % ）。  

脳 卒 中 患 者 の 摂 食 状 況 に 関 して 退 院 時 ま で 直 接 的 な 食 事 介 助 が 必 要 で あ っ た
患 者 を 対 象 （ 2 0 2 2 年 1 月 ～ 6 月 、 1 2 名 。 2 0 2 3 年 1 0 月 ～ 1 2 月 、 4 名 。） と し た
デ ー タ 収 集 し 比 較 し た 。  
【 結 果 】  

食 支 援 ナ ー ス 導 入 前 の ア ン ケ ー ト 調 を か ら 7 7 % の 看 護 師 が 食 事 介 助 に 負 担
を 感 じ て お り 、 理 由 は 「 時 間 が か か る 」 が 最 も 多 か っ た 。 し か し 、 導 人 後 の ア
ン ケ ー ト で は 9 3 % の 看 護 師 が「 食 事 介 助 の 負 担 が 減 っ た 」と 感 じ て お り 、「 平 均  
3 0 分 以 上 介 助 に 時 間 を か け る 」 看 護 師 が 1 3 % → 6 0 % に 増 加 し た 。 他 に も 「 食 へ



の 意 識 が 高 ま っ た 」「 食 事 介 助 を ケ ア と して 考 え ら れ る よ う に な っ た 」「 認 定 看
護 師 や 栄 養 士 ・ 言 語 感 覚 士 と 情 報 共 有 す る 機 会 が 増 え た 」 と い っ た 意 見 が み ら
れ た 。  

デ ー タ 収 集 で は 、 平 均 経 口 摂 取 エ ネ ル ギ ー 量 を 比 較 す る と 、 取 り 組 み 前 ：
7 2 6 k c a l 、 取 り 組 み 後 ： 1 1 0 9 k c a l と 増 加 して い る こ と が わ か っ た 。  
【 考 察 】  

ア ン ケ ー ト 調 査 に よ り 看 護 師 が 食 事 介 助 に 対 して 時 間 的 な 負 担 を 強 く 感 じ て
い る こ と が わ か り 、 介 助 時 間 を 確 保 す る た め に 食 支 援 ナ ー ス 体 制 を 開 始 す る こ
と で 、 負 担 感 の 軽 減 に 繋 げる こ と が で き た と 考 え る 。 ま た 食 事 介 助 に 時 間 を か
け ら れ る よ う に な っ た こ と で 、補 食 動 作 を 介 助 す る だ け の 業 務 的 な 考 え 方 か ら 、
患 者 の 個 別 性 を 考 え た 包 括 的 な ケ ア と して 食 事 介 助 を 捉 え よ う と す る 看 護 師 の
意 識 変 容 が ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 考 え ら れ た 。  

対 象 者 数 は 少 な い が 取 り 組 み 開 始 後 よ り 患 者 の 経 口 摂 取 量 は 増 加 して お り 、
業 務 調 整 に よ る 介 助 時 間 の 確 保 や 看 護 師 の 意 識 変 容 に よ り 、 摂 食 嚥 下 ケ ア の 質
が 向 上 し 、 経 口 摂 取 量 の 増 加 に 繋 が っ た 可 能 性 が あ る 。  
【 結 論 】  

食 支 援 ナ ー ス 体 制 の 導 入 に よ り 看 護 師 に よ る 食 事 介 助 時 間 が 確 保 さ れ 、 看 護
師 の 食 事 介 助 に 対 す る 負 担 感 が 低 下 し た 。 看 護 師 の 食 事 介 助 に 対 す る 意 識 変 容
も み ら れ 、 摂 食 嚥 下 ケ ア の 質 向 上 へ の 寄 与 が 示 唆 さ れ た 。  
【 参 考 文 献 】  
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急 性 期 の 脳 神 経 外 科 病 棟 で 実 施 す る リ ハ ビ リ カ ン フ ァ レ ン ス の 成 果  
 

            三 重 大 学 医 学 部 附 属 病 院  ８ 階 南 病 棟  
             〇 松 下 綾 子 、 青 木 茄 蓮 、 濵 口 映 美 子  

 
Ⅰ ． は じ め に  
 脳 血 管 疾 患 の 患 者 は 急 性 期 か ら リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン （ 以 下 ： リ ハ と す る ） を
実 施 して お り 、 真 野 は 急 性 期 リ ハ の 目 的 は 、 患 者 が 早 く 高 い レ ベ ル の 状 態 に 回
復 し 、 退 院 して 社 会 復 帰 す る こ と で あ る １ ） と 述 べ て お り 、 当 院 に お い て も 早 期
の リ ハ 介 入 が 行 わ れ て い る 。 Ａ 病 棟 に お い て は 、 医 師 ・ 看 護 師 ・ リ ハ ス タ ッ フ
で リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス を 実 施 して お り 、 2 0 2 3 年 度 は 、 カ ン フ ァ レ ン ス 開 催 方 法
を 見 直 し た 。 カ ン フ ァ レ ン ス で 話 し 合 う 患 者 と テ ー マ を 決 め 、 患 者 の 状 態 と 目
標 を 共 有 す る こ と で 効 果 的 な リ ハ 介 入 を 目 指 し た 。 リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス に お い
て 、 病 棟 看 護 師 と 多 職 種 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン、 看 護 師 の 意 識 や 行 動 、 患 者
に 提 供 す る ケ ア の 視 点 か ら 振 り 返 り を 行 い 、 リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス の 成 果 に つ い
て 考 察 し た た め 報 告 す る 。  
Ⅱ ． 方 法  

Ａ 病 棟 に 2 0 2 3 年 度 か ら 勤 務 して い る 看 護 師 1 9 名 に 無 記 名 に よ る ア ン ケ ー ト
調 査 を 実 施 し た （ 2 0 2 4 年 6 月 2 0 日 ～ 7 月 5 日 ）。 質 問 項 目 は  「 多 職 種 と の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」「 看 護 師 の 意 識 や 行 動 」「 患 者 ケ ア の 変 化 」に つ い て 調 査 し た 。  
Ⅲ ． 倫 理 的 配 慮  
 調 査 の 目 的 を 説 明 し た 上 で 、 参 加 は 自 由 意 志 で あ り 拒 否 に よ る 不 利 益 が な い
こ と を 書 面 で 説 明 し 、 ア ン ケ ー ト の 提 出 を 同 意 と し た 。 ま た 、 当 院 の 看 護 部 看
護 研 究 支 援 委 員 会 の 承 認 を 得 た 。  
Ⅳ ． 結 果  

ア ン ケ ー ト の 回 答 が 得 ら れ た の は 1 8 人 、う ち 有 効 な 回 答 数 は 1 7 人 で あ っ た 。 
看 護 師 歴 別 に 、2 ～ 3 年 目  （ 以 下 ① と す る ） が 8 人 、4 ～ 6 年 目  （ 以 下 ② と す る ）
が 6 人 、 7 年 目 以 上 （ 以 下 ③ と す る ） が 3 人 で あ っ た 。  

多 職 種 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 変 化 が あ る と 感 じ た 人 数 は 、 医 師 に 対 して
① 3 人 ② 1 人 ③ 0 人 、 リ ハ ス タ ッ フ に 対 して ① 7 人 ② 3 人 ③ 1 人 で 具 体 的 な 変 化
は 表 1 に 示 す。  
 
表 1  多 職 種 と の 関 わ り に つ い て の 変 化  

項目  具体的な変化：医師  具体的な変化：リハスタッフ  
情報の共有の
促進  

・治療の経過や方針が分かりやす
い  
・今後の見通しを知りやすくなっ
た  

・リハビリの進捗が分かるようになった  
・患者の様子（ADL）を具体的に聞ける  
・ カ ン フ ァ 後 の 患 者 の 変 化 や 実 際 に 行 っ た
結果の情報共有がしやすくなった  



コミュニケー
ションの  
活性化  

・方針を医師に聞きやすくなった  
・カンファレンス後の患者の変化
を伝えやすくなった  

・離床のコツや注意を聞ける様になった  
・意見交換の機会が増え、質問など声をかけ
やすくなった  

看護師の  
意識の変化  

 ・ 患 者 の 現 状 や 目 標 に つ い て 話 し 合 う よ う
になった  
・ 自 宅 に 向 け て 患 者 に 必 要 な 介 入 方 法 を 聞
くようになった  

 
リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス 参 加 に よ る 看 護 師 の 意 識 や 行 動 は 、 ① 8 人 ② 4 人 ③ 1 人 、

患 者 に 提 供 さ れ る ケ ア は 、① 7 人 ② 4 人 ③ 3 人 が 変 化 を 感 じ て お り 、具 体 的 な 変
化 は 、 表 2 に 示 す。 ま た 、 リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス が 有 効 だ と 全 員 が 感 じ て い た 。  
 
表 2  リ ハ ビ リ カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 す る こ と で の 看 護 師 の 意 識 や 患 者 ケ ア の
具 体 的 な 変 化  

項目  変化した意識や行動  
意識の変化  ・患者に行われているケアや必要なケアを整理できるようになった  

・患者の能力や安全対策などに目を向けて現状を把握するようになった  
・より患者を観察するようになった  
・患者がどのように目標を設定しているのか考えるようになった  
・患者の目標をもとに、目標に向かうための道筋を立てやすくなった  
・カンファレンスをすることで介入時の悩みが軽減した  
・患者のゴールを意識することで日々のケアに意味を持たせられた  

行動の変化  ・可能であればどんどん離床させようと思うようになった  
・リハスタッフと協力してリハビリするようになった  
・カンファレンスでの共有事項を意識して患者に関わるようになった  
・積極的な離床と統一した対応に繋がっている  

患 者 ケ ア の
変化  

・リハビリの目標が明確になり患者を励ます声掛けがしやすくなった  
・患者と目標を共有することで患者の頑張る意欲に繋がっている  
・カンファレンスを実施していない患者においても、患者と目標を共有するこ
とで積極的なリハビリに取り組めた  
・日中の関わりを行うことで患者のせん妄予防につなげられた  
・家族がリハを見学し、自宅退院が可能か考えるきっかけとなった  
・毎日実施できる日常のリハビリが増えた  
・個別性に合わせた計画が立てられるようになった  
・転院や退院時のサマリーに患者の目標や詳細な情報が記載できる  

Ⅴ ． 考 察  
 多 職 種 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 変 化 に つ い て は 、 医 師 ・ リ ハ ス タ ッ フ 共 に
患 者 の 状 態 の 把 握 す る 為 の 関 わ り が で き て お り 、 こ れ は 急 性 期 の 患 者 の 状 態 を
正 し く 理 解 す る こ と に 繋 が っ た 。 特 に 医 師 と の 関 わ り は 、 急 性 期 の 患 者 の 病 態
や 今 後 の 方 針 を 把 握 す る 機 会 と な り 、 リ ハ ス タ ッ フ と は 患 者 の 身 体 機 能 の 評 価



や リ ハ ス タ ッ フ の 具 体 的 な 介 入 の 理 解 に 繋 が って お り 、 特 に 経 験 の 浅 い ス タ ッ
フ の 気 づ き と な っ た 。 篠 田 ら は カ ン フ ァ レ ン ス の 目 的 を メ ン バ ー 間 の 意 見 交 換
に よ り 情 報 の 共 有 化 を 図 る こ と ２ ）と 述 べ て お り 、患 者 像 を 共 有 す る き っ か け と
な っ た 。 ま た 、 そ の 情 報 を も と に リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス 後 の 患 者 の 変 化 や 実 際 の
リ ハ 介 入 に お い て 、 日 常 的 な 情 報 交 換 に 繋 が って お り 、 多 職 種 と の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 活 性 化 に 繋 が っ た と 考 え る 。  
 看 護 師 の 意 識 の 変 化 に つ い て は 、 患 者 の 目 標 や 方 針 の 確 認 と 、 患 者 を 観 察 し
状 況 を 把 握 す る 意 識 に 繋 が って お り 、 患 者 を よ り 深 く 知 ろ う と す る 変 化 が 見 ら
れ た 。 患 者 の 生 活 援 助 の 場 面 に お い て は 、 患 者 の 目 標 が 意 識 さ れ 、 リ ハ カ ン フ
ァ レ ン ス で 検 討 さ れ た 内 容 を ケ ア に 活 か す こ と に 繋 が って い た 。 そ して 患 者 と
目 標 を 共 有 す る こ と が 意 識 さ れ 、 積 極 的 に リ ハ を 進 め る と い う 形 で 、 ケ ア の 意
義 を 感 じ る こ と に 繋 が っ た と 考 え る 。 ま た 、 看 護 師 の 行 動 の 変 化 に つ い て は 、
リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス 後 に 継 続 して 患 者 の 観 察 を 行 い 、 多 職 種 と 情 報 交 換 や ケ ア
の 相 談 を して い た 。 リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス で 検 討 し た 内 容 が 決 定 事 項 と して 意 識
さ れ 、 ケ ア の 意 義 を 意 識 す る と 共 に 積 極 的 な ケ ア の 実 施 に 繋 が っ た と 考 え る 。  
 患 者 ケ ア の 変 化 に つ い て は 、 リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス で 目 標 を 共 有 す る こ と で 、
患 者 自 身 の 目 標 が 明 ら か と な り 、 そ の 目 標 を 患 者 と 共 有 す る こ と が 患 者 の モ チ
ベ ー シ ョ ン に 繋 っ た 。 患 者 の 目 標 は 、 家 族 や 次 の 療 養 先 へ の 情 報 提 供 に も 活 用
さ れ て お り 、患 者 へ の シ ーム レ ス な ケ ア に 繋 が っ た 。こ の よ う な 意 識 の 変 化 は 、
リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス の 実 施 の 有 無 に か か わ ら ず、 患 者 の 目 標 を 意 識 し た 介 入 を
話 し 合 う 意 識 に 繋 が っ た 。 ま た 、 ケ ア の 変 化 と してせ ん 妄 予 防 と な る こ と や 療
養 先 の 選 定 な ど に 繋 が っ た こ と が 挙 げ ら れ た 理 由 と して は 、 リ ハ カ ン フ ァ レ ン
ス で 多 職 種 が 検 討 し た 内 容 が 、 統 一 さ れ た 関 わ り と して 積 極 的 に 患 者 に 提 供 さ
れ 、 患 者 の ケ ア の 効 果 と して 実 感 で き た か ら で あ る と 考 え る 。 篠 田 ら は カ ン フ
ァ レ ン ス の 目 的 に つ い て 多 面 的 な ア セ ス メ ン ト や 意 見 交 換 に よ る 対 象 理 解 の 深
化 と 有 益 な 支 援 方 法 を 検 討 し 、 信 頼 関 係 を 構 築 し な が ら チ ーム を 成 長 さ せ る こ
と ２ ）と 述 べ て お り 、リ ハ カ ン フ ァ レ ン ス を 継 続 す る こ と で 、患 者 の 理 解 を 深 め 、
患 者 の 目 標 に 沿 っ た 支 援 が で き る と 考 え る 。  
Ⅵ ． 結 論  

多 職 種 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 活 性 化 に 繋 が っ た 。  
患 者 理 解 を 深 め る こ と が で き 、患 者 の 目 標 と ケ ア の 意 義 を 意 識 す る と と も に 、

積 極 的 な ケ ア の 実 施 に 繋 が っ た 。  
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Ⅰ  は じ め に  

A 病 棟 は 脳 神 経 外 科 を 主 と す る 外 科 病 棟 で 、 院 内 で も 転 倒 転 落 発 生 率 の 高 い
病 棟 の ひ と つ で あ る 。 A 病 棟 の 転 倒 転 落 発 生 率 は 、 2 0 2 1 年 度 0 . 4 1 % ( 院 内 全 体
0 . 2 3 ％ ) 、 2 0 2 2 年 度 0 . 3 6 ％ ( 院 内 全 体 0 . 2 5 ％ ) で 常 に 上 回 って い る 。 部 署 の 特 性
か ら 身 体 機 能 障 害 、 高 次 脳 機 能 障 害 な どの 患 者 要 因 は 不 可 避 で あ り 、 看 護 師 は
転 倒 転 落 リ ス ク が 高 い こ と を 発 生 前 よ り 認 知 し 、 転 倒 転 落 防 止 装 置 を 含 め 対 策
を 既 に 講 じ て い た 。  

2 0 2 2 年 度 に 発 生 し た 転 倒 転 落 5 9 件 の う ち 、 排 泄 契 機 に よ る も の が 2 3 件
( 3 9 ％ ) 、排 泄 以 外 で は『 物 を と る ・ 拾 う 』こ と を 契 機 が 7 件（ 1 2 ％ ）で あ っ た 。
発 生 場 所 が 病 室 内 で あ っ た の は 、 4 0 件 ( 6 8 % ) で あ っ た 。 こ れ ら か ら 転 倒 転 落 に
関 す る 知 識 や 技 術 の 習 得 だ け で は な く 、 転 倒 転 落 防 止 装 置 の 適 切 な 使 用 や 患 者
の 療 養 環 境 に 潜 む 要 因 に 介 入 し 、 対 策 を 強 化 す る 必 要 が あ っ た 。 2 0 2 3 年 度 、 転
倒 転 落 防 止 を 部 署 目 標 に 掲 げ 、 経 営 管 理 手 法 の ひ と つ で あ る B a l a n c e d  
S c o r e c a r d ( 以 下 B S C ) を 活 用 して 目 標 管 理 を 行 い 取 り 組 ん だ の で 報 告 す る 。  
Ⅱ  方 法  
1 . B S C の 2 0 2 3 年 度 の 病 棟 目 標 を 「 転 倒 転 落 の 防 止 策 を 強 化 し 、 患 者 に 安 全 な

療 養 環 境 を 提 供 し ま す 」 と し 、「 学 習 と 成 長 の 視 点 」 で は 、 転 倒 転 落 に 関 す る
リ ス ク 感 性 の 向 上 を 戦 略 目 標 と して 、 A 病 棟 所 属 の 全 看 護 師 を 対 象 に 、 以 下
の 計 画 を 実 施 し た 。  

( 1 ) 転 倒 転 落 防 止 装 置 の 説 明 に 関 す る 動 画 視 聴 を 行 い 、 学 び を テ ス ト 形 式 シ ー
ト に 記 載 して も ら っ た 。 実 施 予 定 ： 7 月 、 実 際 の 実 施 ： 8 月  

( 2 ) ナ ー シ ン グス キ ル を 用 い た 学 習 実 施 （ 環 境 整 備 ・ 転 倒 転 落 予 防 ・ 入 眠 睡 眠
へ の 援 助 ・ せ ん 妄 に 対 す る 看 護 ・ 夜 間 巡 視 に つ い て ） 実 施 予 定 ： 6 ～ ７ 月 、 実
際 の 実 施 ： 9 月  

( 3 ) K Y T 学 習 会 の 実 施  
2 0 2 2 年 度 転 倒 転 落 事 例 を 要 因 分 析 し 、 危 険 ス ト ー リ ー を 2 題 ( 環 境 要 因 と 排
泄 要 因 ) 作 成 し 、 ４ ラ ウ ン ド 法 を 用 い て 実 施 し た 。 実 施 予 定 ： ７ 月 、 実 際 の 実
施 ： 1 0 月  

( 4 ) 療 養 環 境 グル ー プワ ー ク の 実 施  
転 倒 転 落 に 関 す る 療 養 環 境 に つ い て ブレ ー ン ス ト ー ミ ン グ 法 で 実 施 し た 。  
実 施 予 定 ： 7 月 、 実 際 の 実 施 ： 1 0 月  

2 . B S C の 「 内 部 プロ セ ス の 視 点 」 で は 、 転 倒 転 落 防 止 策 の 強 化 を 戦 略 目 標 と し



て 、 以 下 の 計 画 を 立 て 実 施 し た 。  
( 1 ) ※ 転 倒 転 落 防 止 装 置 作 動 確 認 点 検 表（ ※ 以 下 を 点 検 表 と す る ）を 以 下 の 5 項

目 ( ① 接 続 コ ー ド が 外 れ て い な い ② ベ ッ ド ロ ッ ク の ラ ベ ル が オ レ ン ジ ラ ベ ル
で あ る ③ 通 知 ボ タ ン が 点 灯 して い る ④ 体 重 設 定 が 使 用 者 の 体 重 と 合 って い る
⑤ 転 倒 転 落 共 有 ボ ー ド の 最 新 の 設 定 と 実 際 の 設 定 と が 相 違 な い ) に 決 定 し た 。
1 1 月 か ら 、 担 当 看 護 師 が 各 勤 務 開 始 時 ・ 終 了 時 、 就 寝 前 の 3 つ の タ イ ミ ン グ
で 点 検 表 を 基 に 作 動 確 認 を 開 始 し た 。  

( 2 ) 療 養 環 境 チ ェ ッ ク シ ー ト を 作 成 し た 。 チ ェ ッ ク シ ー ト の 項 目 は 、 療 養 環 境
グル ー プワ ー ク で 挙 が っ た 1 8 8 個 の 環 境 要 因 を 基 に カ テ ゴ リ ー 化 し 、全 2 1 項
目 を 設 け た 。 1 2 月 か ら こ の チ ェ ッ ク シ ー ト を 用 い て 、『 麻 痺 し び れ が あ る 患
者 ・ 高 次 脳 機 能 障 害 が あ る 患 者 ・ 転 倒 転 落 共 有 ボ ー ド を 使 用 して い る 患 者 』
を 対 象 に 療 養 環 境 の チ ェ ッ ク を 行 っ た 。 療 養 環 境 チ ェ ッ ク シ ー ト を 基 に 環 境
整 備 を 実 施 し た 。  

3 . B S C の 「 顧 客 の 視 点 」 で は 、 転 倒 転 落 の 防 止 を 戦 略 目 標 と して 、 転 倒 転 落 発
生 率 0 . 3 4 % 、 再 転 倒 発 生 件 数 4 件 を 年 間 目 標 値 と し た 。  

Ⅲ  結 果  
「 学 習 と 成 長 の 視 点 」 の 結 果 を  

表 1 に 示 す。 転 倒 転 落 防 止 装 置 動  
画 視 聴 ・ 学 び の シ ー ト 記 載 と K Y T  
学 習 会 ・ 療 養 環 境 グル ー プワ ー ク  
は 企 画 に 時 間 を 要 し 遅 延 し た が 開  
催 期 日 を 修 正 し 実 施 し た 。    

 
学 び の シ ー ト と は 転 倒 転 落 防 止 装 置 動 画 視 聴 後 に 理 解 度 を 把 握 す る た め の 全

1 5 問 の 記 述 式 テ ス ト で 、 平 均 正 答 数 1 5 問 中 1 2 問 ( 8 0 % ) 、 全 問 正 答 者 は 2 8 名
中 3 名 で あ っ た 。 新 人 看 護 師 ・ 異 動 者 ・ 学 び の シ ー ト 正 解 率 8 0 ％ 以 下 の ス タ ッ
フ 計 2 2 名 を 対 象 と し た 転 倒 転 落 防 止  
装 置 の 体 験 会 を 追 加 し た 。  

「 内 部 プロ セ ス の 視 点 」 の 転 倒 転 落  
防 止 装 置 の 作 動 確 認 5 項 目 の 遵 守 率  
を 表 2 に 示 す。 1 1 月 か ら 点 検 表 の 使  
用 を 開 始 し 、 作 動 確 認 遵 守 率 は 4 0 -  
6 0 ％ で あ っ た も の が 8 0 - 1 0 0 ％ と な  
っ た 。  

点 検 表 を 使 用 開 始 す る 前 の 4 月 か ら 1 0 月 ま で の 転 倒 転 落 発 生 件 数 5 0 件 の う
ち 転 倒 転 落 防 止 装 置 を 使 用 して 発 生 し た 件 数 は 2 1 件 で あ っ た 。 そ の う ち 8 件
は 装 置 が 作 動 せ ず 転 倒 転 落 が 発 生 し た 。 点 検 表 を 使 用 開 始 し た 1 1 月 か ら 3 月
ま で の 転 倒 転 落 発 生 件 数 2 9 件 の う ち 転 倒 転 落 防 止 装 置 を 使 用 して 発 生 し た 件

表 1  

予定月実施月 学習会内容（開催回数）
参加人
数/対象
人数

参加率

6－7月 8月 転倒転落防止装置動画視聴 28/28 100%

視聴後、学びのシート記載 26/28 93%

9月 ナーシングスキル学習 32/32 100%

10月 KYT学習会・療養環境グループワーク5回 31/31 100%

7月 11月 転倒転落防止装置の体験会4回 22/22 100%
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数 は 1 5 件 で あ っ た 。 そ の う ち 3 件 が 装 置 が 作 動 せ ず 転 倒 転 落 が 発 生 し た 。  
療 養 環 境 チ ェ ッ ク シ ー ト ( 資 料 １ ) を 運 用 し た 中 で 、実 施 率 が 7 0 ％ 以 下 で あ っ

た 項 目 は 、『 ⑲ カ レ ン ダー 、 時 計 、 写 真 な どが あ り 患 者 さ ん が 見 当 識 を 保 ち 安 心
で き る 環 境 で あ る 』と『 ⑫ 医 療 者 側 が 使 用 す る 物 品 の 置 き 場 所 を 設 け て い る ( な
る べ く オ ー バ ー テ ー ブル 以 外 で 設 置 す る ) 』 で あ っ た 。  

ま た 実 施 率 の 高 い も の は 、『 ⑧ 靴 が 履 き や す い 位 置 に 揃 えて あ る 』『 ⑨ 使 用 頻
度 が 高 い 物 品 を 患 者 さ ん に 確 認 して い る  手 の 届 く 位 置 に あ る 』の 項 目 で あ り 、
実 施 率 は 1 0 0 ％ で あ っ た 。  

運 用 開 始 後 の 1 2 月 で は 、 療 養 環 境 チ ェ ッ ク シ ー ト の 項 目 全 て が 実 施 で き て
い た 患 者 の 割 合 が 1 4 人 中 7 人 （ 5 0 ％ ） で あ っ た が 、 2 月 末 に は 1 7 人 中 1 2 人
（ 7 1 ％ ） で あ っ た 。  

2 0 2 2 年 度 と 2 0 2 3 年 度 の 転
倒 転 落 発 生 件 数 と 病 室 内 で の
転 倒 転 落 件 数 を 表 3 に 示 す。
2 0 2 2 年 度 の 転 倒 転 落 発 生 件 数
は 5 9 件 で あ っ た が 、 2 0 2 3 年 度 は 7 9 件 で あ っ た 。 7 9 件 の う ち 、 4 月 か ら 1 1 月
ま で の 転 倒 転 落 発 生 件 数 は 5 6 件 で 、 1 2 月 か ら 3 月 ま で の 件 数 は 2 3 件 で あ っ
た 。  

『 物 を と る・拾 う 』を き っ か け と す る 転 倒 転 落 発 生 件 数 は 2 0 2 2 年 度 は 7 件 、
2 0 2 3 年 度 は 8 件 で あ っ た 。 取 り 組 み 実 施 後 の 、 2 0 2 3 年 1 2 月 以 降 は 発 生 件 数 0
件 で あ っ た 。  
Ⅳ  考 察  

こ れ ま で の 転 倒 転 落 事 例 の 要 因 分 析 を 反 映 さ せ た 学 習 会 の 企 画 に 時 間 を 要 し
取 り 組 み が 年 度 の 後 半 と な っ た 。 そ の た め 、 前 半 の 転 倒 転 落 件 数 は 、 例 年 と 同
じ く ら い 発 生 して い た 。  

療 養 環 境 チ ェ ッ ク シ ー ト の 使 用 を 開 始 し た と こ ろ 対 象 と な る 患 者 が 入 院 患 者
の 約 3 0 ％ ほ どで あ る こ と が 分 か っ た 。 ま た 、『 ③ ナ ー ス コ ー ル の 位 置 や 使 用 す
る 場 面 を 具 体 的 に 共 有 ・ 指 導 し た 』 等 チ ェ ッ ク シ ー ト の 項 目 に よ って は 対 象 と
な る 患 者 に 使 用 で き な い 項 目 が あ る こ と も 分 か っ た 。 そ の た め 、 3 月 か ら 『 麻
痺 し び れ が あ る 患 者 ・ 高 次 脳 機 能 障 害 が あ る 患 者 ・ 転 倒 転 落 共 有 ボ ー ド を 使 用
して い る 患 者 』 と い う 当 初 の 対 象 条 件 に 『 部 分 介 助 の 患 者 ・ 安 静 度 が 病 棟 内 フ
リ ー ま で の 患 者 ・ 付 添 い 家 族 が い な い 患 者 』 を 加 え た 。  

従 来 の 転 倒 転 落 防 止 策 に 、 学 習 会 の 内 容 を ふ ま え た 点 検 表 導 入 や 療 養 環 境 チ
ェ ッ ク と 環 境 整 備 を 同 時 に 行 う と い う 取 り 組 み の 強 化 は 、 看 護 師 の 行 動 の 定 着
ま で に 約 1 ～ 2 カ 月 要 し た が 、⑧ ⑨ の 実 施 率 が 1 0 0 ％ と な り 、環 境 整 備 が し っ か
り 行 え る よ う に な っ た と 考 え る 。  

患 者 の 転 倒 転 落 防 止 装 置 が 正 し く 作 動 し な い こ と で 発 生 す る 転 倒 転 落 を 予 防
す る 目 的 で 点 検 表 を 用 い て 確 認 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 看 護 師 が 点 検 を す る た め

表3

転倒転落発生件数 病室内での転倒転落件数 『物をとる・拾う』入院患者数 転倒転落発生率

2022年度 59 40 7 16209 0.36
2023年度 79 52 8 17418 0.45



に 訪 室 す る タ イ ミ ン グ で ト イ レ 誘 導 を す る 、 環 境 整 備 を 小 ま め に す る 等 の 看 護
師 の 行 動 に 変 化 を 起 こ して い た 。 看 護 師 の リ ス ク 感 性 に 変 化 が 出 て い る と 考 え
る が 、 今 回 は 期 間 が 短 か っ た た め 、 転 倒 転 落 件 数 は 例 年 と 変 わ ら な か っ た 。 今
後 は こ の 取 り 組 み を 継 続 し 、 転 倒 転 落 の 予 防 に 繋 げる こ と が 課 題 で あ る 。  
 

 

資料１

例 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日
① 認識・使用できるか確認した 〇

② 手の届く位置にある　固定してある 〇

③ 位置と使用する場面を具体的に共有・指導した 〇

④ ベッド・床頭台・キャビネットの配置が適切か確認した 〇

⑤ ベッドの高さを確認した 〇

⑥ ベッド・床頭台のロックを確認した 〇

⑦ 床に物を置いていない　動線が確保されている 〇

⑧ 靴が履きやすい位置に揃えてある 〇

⑨ 使用頻度が高い物品を患者さんに確認している　手の届く位置にある　 〇

⑩ ゴミ箱が無理なく手の届く位置にある 〇

⑪ オーバーテーブル上がお膳が置ける程度は整理整頓され、清潔である 〇

⑫
医療者側が使用する物品の置き場所を設けている
(なるべくオーバーテーブル以外で設置する)

×

⑬ 病室に持ち込む医療物品は最小限である ×

⑭ 使用済み物品や使用しない物品がない 〇

⑮
点滴ルート、ドレーンなどの留置物、モニターなどの
コード類が絡まっていないか確認した

〇

⑯－1 車椅子介助の場合、届かない位置にたたんで置いている 〇

⑯－2 車椅子自立の場合、適切な位置にストッパーをかけて置いている
⑰ 常時使用しない車椅子・歩行器は片付けている

⑱
朝晩の窓カーテンの開閉、リハビリ介入、テレビやラジオ等の視聴覚
刺激、離床計画など昼夜のリズムを感じられる計画が立てられている

×

⑲
カレンダー、時計、写真などがあり、患者さんが見当識を保ち安心で
きる環境である

×

⑳ リストバンドが正しく装着されている ×
●●

裏面へ

環境面への対策

チェック項目

□離床センサー設置　　　　　□設定モードのアセスメント　　　□センサーマット設置
□部屋の検討　　　　　　　　□ベッド壁付け　　　　　　　　　□ころやわマット設置　　　　　　　□ロックテーブル設置
□介助柵(長短あり)へ変更　　□退室時の介助柵の開閉を検討　　□ムートンなどでベッド柵を保護　　□共有板記載　　　　　　　　□ベッドコントローラーを足側に設置

   療養環境
チェックシート
【　　　】月

チェック者サイン

ナースコール

病室

車椅子ほか

患者ラベル ★療養環境チェックシートは、
ベッド足側にS字フックで吊り下げる

★毎日、午後のラウンド時にチェックする
★毎週金曜日は、2名以上の看護師でチェックする
★チェック終了時は取り込み依頼する
★できていたら→〇

できていない・されていない→×

療養環境チェックシートの使用対象患者さん

☆高次脳機能障害または麻痺・しびれがある患者さん
☆共有板を作成する患者さん

のうち、以下①～③に該当する患者さん
①ADLが『一部介助』の患者さん
②安静度が棟内までの患者さん
③付き添い家族がいない患者さん
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